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史
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は

じ
め

に

　
　
　

　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
↓

　

唐
の

良
責
（

七
一

七

〜

七

七

七
）

は

性
相
学
を

得
意
と

し
た

法
相
系
の

僧
と

さ

れ
、

不
空
三

蔵
訳

『

仁
王

護
国
般
若
波
羅
蜜
多

経
』

（

以

降
「

新
訳
」

と

称
す
）

の

訳
経
へ

の

参
加
や

、

自
身
に

よ

る

『

仁
王

護
国
般

若
波
羅
蜜
多
経
疏
』

七

巻
（

以

降
良
賁
疏

と

称
す）

の

撰
述
な
ど

で

著
名
だ

が
、

特
に

本
朝
の

真

言

宗
で

は
、

弘
法

大
師
が

主

著
『

十

住
心

論
』

で

長
々

と

引

用
し
て

い

る

『

凡
聖

界
地

章
』

の

編
著
者
と

し
て

も
知
ら
れ

て

い

る
。

従
来
そ
の

『

凡
聖

界
地
章
』

二

巻
は

刊
行
さ
れ

て

い

な
か
っ

た
が

、

今
般

、

筆
者
も
参
加
し
て
い

る

大
正

大
学
綜
合
仏
教

研
究

所
所
属
の

「

凡
聖

界
地

章
翻
刻

研
究
会
」

（

代
表

　
橘
信
雄
）

に

よ
っ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2）

て
、

翻
刻

校
訂
が

進
め

ら

れ
て
い

る
。

そ
の

内
容
は

近

年
停
滞
し
て

い

る

良
賁
研

究
に

お
い

て

新
た
な

成
果
を
生

み

出
す
も
の

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
3）

　

良
賁
は

従
来

、

翻
経
を
主
と

し
た

不
空
三

蔵
（

以
下
不
空
と

略
す
）

門
下
の

密
教

僧
と
し

て
、

あ
る
い

は

単
に

不
空
の

協
力
僧

と

扱
わ

れ
て

き
た

。

そ
こ

で

墾
．

を

兼
ね
て

、

『

凡
聖

界
地

章
』

翻

刻
に

よ
。

て

新

竣
判

明
し
た

事
柄
を

契
機
に

、

ま

ず
は

良

93

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

3

賈
伝
の

再
構
築
を

試
み

る
。

こ

こ

で

依
用

す
る

僧
伝
史

料
は

経
論
疏
の

序
や

『

表
制
集
』

、

『

不
空

行
状
』

、

『

続
開
元

録
』

、

『

貞
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元

録
』

を

第
一

と

し
、

時
代
が

下
る

『

宋
高
僧
伝
』

等
を
二

次
的
に

用
い

る
。

た

だ

し

『

表
制

集
』

収
録
の

各
不
空

伝
や

『

不

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

94

空

行
状
』

は

不
空

教
団
側
の

史

料
で

あ
る
こ

と
に

留
意
す
る

。

そ

し
て

時
系
列
で

四

項
目
を
立

て

て

ま
と

め
て

い

く
。

な

お

唐
　
3

代
の

「

歳
」

の

表
記
は

全
て

「

年
」

に
、

上

都
・

中

京
・

西
京
な
ど
の

呼
称
も
全
て

「

長
安
」

と

統
一

し
た

。

一

、

『

仁
王

経
』

訳
経
以

前
と

『

凡
聖

界
地
章
』

に
つ

い

て

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　

　
　
　
（
5）

　
『

続

開
元

録
』

の

「

至
（

開
元
）

十
二

年
三

月
十
日

。

春
秋
六

十
一

。

僧

夏
二

十
九

。

微
疾
不

興
而
卒
於
彼
」

よ

り
逆
算
す
る

と
、

良
賁
は

開

元
五

年
（

七
一

七
）

生

ま
れ

、

「

陝
府
虞
邑
」

（

河
南

省
陝
県
）

出
身
で

姓
は

郭
、

天

宝
八

年
（
七

四

九
）

に

三

十

三

歳
で

出

家
し
た
こ

と
に

な
る

。

そ
れ

以

後
の

事
績
を
追

う
た

め
、

ま
ず
『

凡
聖

界
地

章
』

の

成
立

年
代
か

ら
検
証
し

た
い

。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
6）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
7）

　
『

凡
聖

界
地

章
』

は

中
国
側
の

関
係
史
料
に

は
一

切

見
ら

れ

ず
、

本
朝
の

弘

法
大
師
の

『

御

請
来
目

録
』

と

『

十
住
心

論
』

に

よ
っ

て
、

初
め
て

そ
の

実
在
と

真
撰
が

確
か

め

ら
れ

る
と
い

っ

た

現
状
で

あ
る

。

そ
の

内
容
は
、

儒
・

道
・

仏
の

三

教
の

う
ち

、

仏
教
の

世
界
観

、

す
な
わ

ち
三

界
に
つ

い

て
、

四

門
（

欲
界
・

色

界
・

無
色
界
・

劫
量
）

に

分
け
て

、

基
本
的
に

唯
識
・

倶
舎
の

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
（
8）

立

場
か

ら

説
明
し

た

も
の

で

あ
る

。

そ

れ

は

序
に

＝

往
に

し
て

性
相
の

意
を

明
か

す
な

り
」

と

あ
る

こ

と

か

ら
も

明
ら

か
で

あ
る

が
、

良
賁
は

当
時
の

華
厳
教
学
隆

盛
の

影
響
を

受
け
た
、

単
純
な

性
相
学
と
は

言
え

な
い

思

想
の

持
ち
主
で

も

あ
っ

た
。

　
こ

と

成
立

問
題
を

考
え
る
と

き
、

重
要
な

判
断

基
準
は
以

下
の

二

点
で

あ
る

。

　

 
『

凡
聖

界
地

章
』

に
お

け
る

旧

訳

『

仁
王

経
』

の

引
用

。

　

 
『

凡
聖

界
地

章
』

序
文
並
び

に

下
巻

末
の

「

弁
凡
聖

因
果
界
地

図
記
」

に

見
ら
れ
る

編
著
の

由
来

。

　

ま

ず
 
だ

が
、

良
賁
も

参
加
し

た

永

泰
元

年
（

七

六

五
）

四

月
上

旬
の

『

仁
王

経
』

訳
経
は

重

要
な

判

断
基

準
で

あ
る

。

な

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
9＞

ぜ

な

ら
ば

『

凡
聖

界
地

章
』

で

は

上

下
巻
合
わ
せ

て

『

仁
王

経
』

が

十
五

箇
所
で

引
用
さ

れ
て

お

り
、

そ
れ
ら
は

全
て

伝
羅
什
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良貢の 生 涯及び不空三 蔵との 関係 につ い て （山口）

訳
『

佛
説

仁
王

般

若
波

羅
蜜
経
』

（

以

降
「

旧
訳
」

と
称
す
）

を

用
い

て
い

る

か

ら
で

あ
る

（

一

見
「

新
訳
」

と

思

わ
れ

る

も
の

も

一
、

二

箇
所
あ
る

が
、

こ

れ

は

第
四

項
で

詳
述

す
る
）

。

「

新
訳
」

の

訳
経
に

関
わ
っ

た

後
な
ら

ば
、

単
純
に

考
え

れ
ば

「

新
訳
」

を

用
い

る

は

ず
で

あ
り

、

「

新
訳
」

翌
年
の

成
立
で

あ
る

良
賁
疏
が

や

は

り
「

新
訳
」

の

疏
で

あ
る

こ

と

を

鑑
み

て

も
、

「

旧
訳
」

を

用
い

る

『

凡
聖

界
地

章
』

は

永
泰
元

年
四

月
以

前
の

成
立

と

す
る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

「

新
訳
」

の

流

布
不
足
が

原
因
で

「

旧

訳
」

を

用
い

た
と

す
る

論
も

、

『

凡
聖

界
地

章
』

の

事
典
的
な

性
格
か
ら

考
え

て

首
肯
し

難
い

。

ま
た

第
四

項
で

述
べ

る

如

く
、

「

新
訳
」

に

は

良
賁
の

教
学
も

反

映
さ
れ

て

い

る

の

で
、

「

新
訳
」

成
立

後
に

意
図
的
に

「

旧

訳
」

を

用
い

る

と

は

考
え

に

く
い

。

よ
っ

て

 
か
ら

は

永
泰
元
年
（

七

六
五
）

四

月
以

前
の

成
立
と

言
い

得
る

。

　

次
に

 
に
よ
っ

て
よ

り
詳
細
に

検
証
す
る

。

良
賁
は

『

凡
聖

界
地

章
』

の

序
な
ど

に

そ
の

由
来
を

述
べ

て

い

る

の

で
、

や

や

長
い

が
こ

こ

に

引
用
す
る
（

傍
線
・

カ

ッ

コ

内
補
足
は

筆
者
）

。

　

　

あ
あ

、

こ

の

図
訓
ぼ
け
だ

し

観
軍
容

使
開

府
魚
朝
恩
に

因
て
こ

れ
を

製
す
る
と
こ

ろ

な

り
。

公
の

偉
量

深
識
に

し
て

聖
を

　

　

　
　

　

　

　
　

　
じ
ゆ
う

ば

　
　

　

　

　
や

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
い

と

ま

　

　

　

ね

ん
ご

ろ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ん

い

き

　

　
た

す

　

　

　
　

　

　

　
す
く

　

　

輔
く

。

時
を

済
う
戎
馬
い

ま
だ

寝
ま

ず
。

兵
を

分
陝
に

按
ず

。

訓

諌
の

暇
ご

と

に

殷
に

禅
誦
す

。

定
を
も
っ

て

闘

閾
（

防

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
け

ん

ぎ

　

　

ま

も

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　

は

ん

き

　

　

む

か

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　

ね

が

　

　

御
V

を

固
め

、

慧
を

も
っ

て

権
宜
を

秉
る

（

適
切
に

処
置
す
る）

。

志
は

繁
禧
を

邀
え

、

伏
し
て

宸
極
に

薦
む

。

良
賁
幸
う

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
い

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
み

だ

り

　

　

　

　

　

　

は
ぺ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

う
ま
い

　

は

か

　

　

に

省
観
に

よ

り
て

、

幕

府
に

造
る
こ

と

を

得
。

叨
に

清

論
に

陪
っ

て
、

議
大
千
に

お

よ
ぶ

。

庸
昧
を

揆
ら

ず
（

平
凡
な

論

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
あ
つ

め

　

　

義
で

は

な
い
）

。

し
ば

し
ば

（

魚
朝
恩
の
）

命
を

聞
く
こ

と

あ
り

。

つ

い

に

大
い

に

衆
典
を

免
じ
て

緝
て

手
鏡
と

な
し

、

界

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

の

べ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

こ

た

　

　

劫
を

綜
括
す

。

刋

削
わ

ず
か

に

成
る

。

ま

さ
に

も
っ

て

微
か
に

僧
の

末
学
を

抒
て

長
者
の

高

間
に

対
え
ん

と

す
。

日
を

も

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
は

　

　

っ

て

月
に

継

ぎ
製

作
の

功

無
か

ら
ん

こ

と

を

慙
ず

。

こ

れ
を

未
来
に

伝
え

、

王

臣
の

在
る
こ

と

あ
る

を

信
ぜ

し

め
ん

。

記

　

　

　
　

　

　

　
　

　
あ
つ

　

　

両

巻
に

分
か

ち
、

彙
め

て

四

門
を
列

す
。

一

往
に

し
て

性
相
の

意
を

明
か

す
な

り
。

自
下

所
引
の

経
論

、

義
理
を

指
陳

す

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ね

が

　

　
　

つ

ま
び

　
　

　
　

　
　〔
り）

　

　

る

こ

と

微
か

な
り

。

広
を

求
む
る
に

暇
な

し
。

幸
う
に

詳
ら
か
に

せ

よ
。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
11）

　

こ

れ
に

よ

り

代
宋
期
に

権
勢
を

振
る
っ

た

有
名
な

宦
官

、

魚
朝
恩
（

七
二

二

〜

七

七

〇
）

の

依
頼
に

よ
っ

て

製

作
し
た

こ

と
が

395

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

明
ら
か

で

あ
る

。

こ

の

魚
朝
恩
の

役
職
名
や

行
動
か
ら

成
立

年
代
を
考
え
る

た

め
、

し
ば

し
歴

史
を

概
観
す
る

と
、

す
な

わ

ち

か

の

安
禄

屮

蚩
明
の

乱
（

七

五

五

毛
六
三
）

の

渦

唄

憲
明
（

圭
ハ

一
）

が

洛
陽
を

陥
落
せ
し

め
た

（

七

六

。
・

閏

繝

四

月
）

。

こ

の

鎮
圧

に

魚
朝
恩
は

観
軍

容
使
と

し
て

従
軍
し
て
い

た
。

や

が
て

宝
応

元
年
（

七

六
二
）

十
月

、

官
軍
は

十
月
に

ウ

イ

グ
ル

の

助
力
を

得
て

洛
陽
を

奪
還

し
た

が
、

こ

の

時
魚
朝
恩
は

長

安
か
ら

洛
陽
方
面
に

お
よ

そ
二

百
 

の

要
衝
・

陝
州
（

現

河

南
省
陝
県

、

「

分
陝
」

は

陝
州
の

東
西
両
方
を
指
す）

を

賊
軍
か

ら

奪
還
し
て

い

る
。

こ

の

功
を
も
っ

て

開
府
儀

同
三

司
（

文
官

従
一

品
）

を
、

ま
た

そ

れ

に

先
ん

じ
て

七

月
に

馮
翔

郡
開
国
公

を
賜
っ

た
。

こ

れ
が

文
中
の

「

開

府
」

「

公
」

を

指
す

。

そ
し
て

次
第
に

権
勢
を

強
め

、

引

き
続
き

陝
州
に

兵
を

駐
屯
さ
せ

、

神
策
軍
の

指

揮
権
を

握
っ

た
。

つ

ま

り

「

聖
」

（

原
文
で

は
上
一

字

開
け
）

は

上

元
二

年
（
七

六
一
）

に

即
位
し
た

代
宋
で

あ
る

。

や

が
て

魚
朝
恩
は

広
徳

元
年
（

七

六
三
）

十
月
に

お
こ

っ

た

吐

蕃

の

長
安
侵
入
に

際
し
て

、

長

安
か
ら

陝
州
に

逃
げ
出

し
て

き
た

皇
帝
代
宋
を

厚
く
保
護
し
（
「

聖
を

輔
く

」

）
、

益
々

信
頼
を

得
た

。

吐

蕃
は

す
ぐ
に

撤
退
し
同

年
十
二

月
に

代
宋
は

長
安
に

帰
還
し
た

が
、

そ
の

際
魚
朝
恩
は

自
分
の

兵
を

陝
州
か

ら

長

安
に

移
し

、

以

後
禁
軍
（

長
安
城
北
衙
禁
軍）

の

主

力
と
し

て

自
身
の

死
ま
で

宮
廷
で

権
勢
を

振
る
っ

た
の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
な
流

れ
を

序
文
に

当
て

は

め
て

い

く
と

、

序
文
は

ま

ず
魚
朝
恩
が

代
宋
を

陝

州
に

厚
遇
し

、

長
安
奪
回
を

期
す
る

こ

ろ

（

七

六

三
、

十
月）

か

ら

始
ま

る
。

こ

こ

で

は

良
賁
が

魚
朝
恩
の

活
躍
を

実

際
見
た
よ

う
に

、

あ

る
い

は

「

幕
府
に

造
る

こ

と
を

得
」

と

し
て

長
安
に

初
め
て

入

京
し
た

如
く
描
写
し
て

い

る
の

が

注
目

さ
れ
る

。

な
ぜ

な
ら

ば

良
賁
は

前
述
の

よ

う
に

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
12）

出
身
地

が

「

陝
府
虞
邑
」

（

陝
州）

と

あ
る

か

ら

で

あ
る

。

つ

ま
り
出
身
に

加
え
て

そ
れ

ら

の

描
写
か

ら
、

こ

の

こ

ろ

未
だ

長

安

に

行
か

ず
郷
里
の

寺
で

修
行
し
て
い

て
こ

の

出
来
事
に

遭

遇
し

た
、

と
い

う
相
関
が

垣

間
見
え

る
の

で

あ
る

。

続
い

て

序
文
の

舞
台
は

長
安
に

変
わ

る
。

す
な
わ

ち
同

十
二

月、

代

宋
は

魚
朝
恩
と

共
に
長

安
に

「

繁
禧
」

（

馬
の

飾
り
が

喜
び
の

音
を

た
て

る
。

転
じ

て

凱
旋
）

し
、

以
後
魚
朝
恩
は

栄
達
し
た

（

「

宸
極
に

薦
む
」
）

。

こ

れ
に

同
行
し
た

と

思
わ
れ

る

良
賁
は

「

省

観
」

、

す
な
わ

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
13）

ち

宮
城
の

南
側
の

皇
城
（
三

省
な

ど
の

官
庁
街
）

に

紹
介
さ

れ
、

そ
の

後
「

幕
府
」

（

不
詳

。

皇
城
内
の

い

ず
れ

か
の

府
か

国
子
監
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良賁の 生涯 及び不 空三蔵 との 関係に つ い て （山 口）

か
）

と

称
す
る

論
義
の

場
に

出

席
す
る

機
会
を

得
た

。

お

そ
ら

く
そ
こ

に

は

仏

教
の

み

な

ら
ず

儒
．

道

教
側
の

出

席
も

あ
っ

た

こ

と
で

あ
ろ

う
。

そ

し
て

魚
朝
恩
を

交
え
た

論
義
の

中
か

ら
、

仏
教
の

世
界

観
た
る

三

界
を

綴
っ

た

『

凡
聖

界
地

章
』

が

製
作

さ
れ

た

と

結
ぶ

。

　

こ

こ

か

ら
こ

の

序
は

少
な

く
て

も
広
徳

元
年
（

七

六
三

）

十
二

月
以

降
の

製
作
と

な
る

。

ま
た

観
軍
容
使
た
る

魚
朝
恩
の

目

に

留
ま
る

ほ

ど

な
の

で
、

良
賁
は
こ

の

こ

ろ

陜
州
で

既
に

名
声
の

あ
る

学
僧
だ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

し

か
し

こ

れ

だ

け
で

は

な
ぜ

良

賁
が
見

込
ま
れ

た
の

か

が

は
っ

き
り
し

な
い

。

そ
こ

で

さ
ら

に

『

凡
聖

界
地

章
』

の

文
を

引

く
。

下

巻
末
に

「

弁
凡
聖
因
果

界
地

図
記
」

と
い

う
、

独
立

し
た

内

題
を

も
つ

記
述
が

三

丁

分
あ
る

。

前
述
の

序
の

「

図
記
」

と

い

う
表
記
に

対
し

「

図
の

興
り
」

と

始
ま

る

の

で
、

正

篇
で

あ
る

『

凡
聖

界
地

章
』

の

由

来
を

述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

そ
の

内
容
は

魚
朝
恩
の

疑

問
や

意
見
を

紹
介
し

て
、

編

著
の

由
来
を

回
顧

録
風
に

述
べ

た

も
の

と

思
え
る

。

た
だ

内

容
的

に
途

中
で

切
れ

て

い

る

の

だ
が
、

と

も
か

く
そ

の

冒
頭
に

は
こ

う
あ
る

（

カ
ッ

コ

内
筆
者
補
足
）

。

　

　

図
の

興
り
な
り

。

皇
唐
の

百
四

十
有
三

歳
（

＊

上

元

元

年
・

七

六
〇
）

、

龍
、

重
光
に

集
ま

り
、

月
、

沽
洗
に

建
つ

を

も
っ

　

　

て

則…
劇
州

（

史
思
明）

義
に

背
き

、

功
革
っ

て

洛
（

洛
陽

）

未
だ

開
け

ず
。

上

（

肅
宋
）

は
近

臣
（

で

あ

る
）

馮
翔
隻
（

侯
力
）

　

　

観
軍
容
使
驃
騎

大
将
軍
魚
朝
恩
に

委
ね
る

。

十

方
を
訓

師
、

（

長
安
の
）

東
方
二

陝
を
鎮
ぜ

し
む

。

公
、

文
を

も
っ

て

経
済

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
う

ん

ち
ゆ
う

た

か
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

し
ず

　

　

し
、

武
を
も
っ

て

難
を

静
む

。

運

籌
多
暇
（

策
を
め

ぐ

ら

し

そ
の

結
果

を
待
つ
）

、

思
い

を

高
堂
に

禅
め

て
、

遂
に

良

賁
に

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
14）

　

　

命
じ
て

因
て

言
う
こ

と

有
っ

て

曰
く

「

儒
は
…

…
（

後
略
V

」

　

こ

の

文
は

、

ま
ず
「

皇
唐
の

百
四

十
有
三

歳
」

、

つ

ま
り

唐
朝
が

武
徳
元

年
（

六
一

八
）

に

成
立

し
て

か
ら

百
四

十
三

年
目
の

上

元
元

年
（

七

六

〇
）

閏
四

月
に
、

史
思

明
に

よ
っ

て

洛
陽
が

陥
落
さ

れ
た
こ

と

を

記
述

し
て
い

る
。

序

文
も

そ

う
だ

が
、

こ

の

文
は

七

六
三
・

十
月
以

後
か

ら
見
た

数
年
前
の

出
来
事
を

綴
っ

て
い

る

た

め
、

役
職
名
に

注
意
し
な

く
て

は

な
ら

な
い

。

つ

ま
り

「

上
」

と

は
正

篇
序
に

お
い

て

今
上

皇
帝
で

あ
る

代
宋
を

「

聖
」

と

し
、

こ

こ

で

先
代
皇
帝
の

肅
宋
を

「

上
」

と

表
記
し

397
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た

も
の

の

で

あ
る

（

原
文
で

は

上
一

マ

ス

開
く）

。

そ
の

肅
宋
が

洛
陽

奪
還
の
一

環
と

し
て

「

近
臣
馮
翔
隻
（

侯
）

観
軍
容
使
驃

騎

大
将
軍
魚
朝
恩
」

に

「

二

陝
」

（

陝
州
の

東
西
両
方
を

指
す

・

序
文
中
の

「

分
陝
」

に

同
じ

）

の

奪
回
を

命
じ
た
こ

と

は

史
実
と

縄

相
違
な
い

。

「

馮
翔
隻
（

侯
）

」

は

前
述
の

と

お

り
宝
応

元
年
（

七

六
二
）

七

月
に

賜
っ

た
。

な

お

魚
朝
恩
は

後

年
（

七
六

五
）

に

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
15）

鄭
国
公
，

判

国
子
監

に

就

任
し
て

お

り
、

馮
翔

公
と

記
述

す
る

の

は

そ
れ
以

前
と

言
い

う
る
の

で
、

序
文
の

「

公
」

も

馮
翔

郡

公
と

解
釈
し
た

の

で

あ
る

。

た

だ

武
官
の

従
一

品
で

あ
る

「

驃

騎
大
将

軍
」

に

何
時

就
任
し

た

か
に

つ

い

て

は
、

関
係

史
料

（

新
旧

『

唐
書
』

『

全
唐
文
』

『

唐
会
要
』

『

冊
府
元
亀
』

等
）

か
ら

記
述
を

見
出
し

得
な

か
っ

た

の

で

不
詳
で

あ
る

。

　

こ

れ

ら
の

記
述

か
ら

、

こ

の

文
は

魚

朝
恩
が

陝

州
に

兵
を

駐
屯

し
て

、

長
安
に

駐

屯
す
る

以

前
の

こ

ろ

（

即
ち
七

六
二
、

十

月
ー

七

六
三

、

十
二

月）
、

思
う
と
こ

ろ

あ
っ

て

良

賁
に

儒
・

道
・

仏
の

違
い

を

直
接

問
う
機
会
が

あ
っ

た
こ

と

を

示
し

て

い

る
。

引
用
の

（

後
略
）

以

降
は

『

凡
聖

界
地

章
』

の

草
稿
と

も
い

う
べ

き
内

容
で

あ
る

。

つ

ま

り

『

凡
聖

界
地

章
』

の

製

作
そ

の

も

の

は

前
述
の

如
く
広

徳
元

年
（

七

六

三
）

十
二

月
以
後
長

安
に

お
い

て

な

の

だ

が
、

「

凡
聖

界
地

章
』

製
作
に

繋
が

る

の

は

陝
州

に

お

け
る

こ

の

期

間
で

あ
っ

た
の

で

あ
る

。

魚
朝
恩
が

そ
の

駐
屯
地

に

お
い

て

良
賁
に

様
々

な

質
問
を

し
、

そ
の

実

力
を

認
め

た
か

ら
こ

そ
、

前
述
の

如

く
長
安
入

京
時
に
随

伴
さ
せ

た

の

で

あ
ろ

う
。

ま
た

こ

こ

で

注

目
す
べ

き
は

魚

朝
恩
個
人
へ

の

賛
美

が

強
い

点
で

あ
ろ

う
。

確
か

に

軍
功
は

あ
っ

た

が
、

客
観
的
に
は

必

ず
し
も

魚
朝
恩
だ

け
が

群
を

抜
い

た

活

躍
で

は

な
か
っ

た
。

し
か

し

良
賁
は

己
を

長
安
の

中

央
仏

教
界
に

紹

介
し

て

く
れ

た

こ

と

に

対
す
る

強
い

恩
か

ら
、

そ
の

よ

う
に

記
し

た

と

思
わ

れ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　（
16＞

る
。

ま

た

後
に

「

外
は

経
史

儒

墨
の

九

流
に

博
し

、

内
は

仏
経
五

乗
を

習

う
」

と

評
さ

れ

た

良
賁
だ

か

ら
こ

そ
、

魚
朝
恩

も

『

凡
聖

界
地

章
』

編

著
を
依

頼
し
た

の

で

あ
ろ

う
。

つ

ま

り
こ

こ

か

ら

良
賁
と

魚
朝
恩
の

、

『

仁
王

経
』

訳

経
以

前
に

お

け
る

個

人
的
な

強
い

繋
が
り
が

見
て

と

れ

る
の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　（
17）

　

以
上

 
 
を

ま
と

め
る

と
、

洛
陽
回
復
（

七

六
二

、

十
月
）

以

降
、

魚
朝
恩
が

駐
屯
地
で

あ

る

陝
州

に

お

い

て

在
郷

僧
良

賁

に

仏
教
の

質
問
を

度
々

し

た
。

そ
の

関
係
は

吐
蕃
の

長
安
侵

入
（

七

六一
二

、

十

月
）

ま
で

約
一

年
ほ

ど

続
き

、

魚
朝
恩
と

共
に
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

長
安
に

入
っ

て

か
ら

（

七
六
三

、

十
二

月）
、

そ
れ
ま
で

の

草
稿
を

元
に

『

凡
聖

界
地

章
』

を
編

著
し
た
の

で

あ
る

。

そ
し

て

そ

れ

は

 
や

「

馮
翔
公
」

と
い

う
表
記
か
ら

、

不
空
の

『

仁
王

経
』

訳
経
（

七

六
五

、

四

月
）

以

前
に

完
成
し

て

い

た
の

で

あ
る

。

　

長
安
に

入
っ

た

良
賁
は

、

『

凡
聖

界
地
章
』

上

巻
冒

頭
に
「

京
青
龍
寺
沙
門
良
賁
集
」

と

あ
る

こ

と

か
ら

、

青

龍
寺
に

入

寺
し

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
（
18）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19）

て

『

凡
聖

界
地

章
』

を

著
し

た
と
一

応
考
え

ら
れ

る
。

た

だ
い

つ

青

龍
寺
の

「

寺
主
」

に

な
っ

た

か
は

不

明
で

あ
る

。

と

も

か

く

良
賁
は

以

後、

「

議
大
千
に

お

よ
ぶ
」

よ

う
な

論
場
で

の

活
躍
や

『

凡
聖

界
地

章
』

の

編
著
に

よ
っ

て
、

不
空
の

『

仁
王

経
』

訳
経
ま
で

に

は

そ
れ

な

り
の

名
声
を

得
て
い

た
は

ず
で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

二
、

『

仁
王

経
』

訳
経
と

そ
の

後
に
つ

い

て

良賁の生 涯及び不 空三蔵 との 関係に つ い て 仙 口 ）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
20）

　
永
泰
元

年
（

七

六

五
）

四

月
二

ー

四

日
に

か

け
、

不

空
は

『

仁
王

経
』

新
訳
を

請
い

勅

許
さ
れ

た
。

弟

子
以

外
に

も
多
く
の

僧
が

招
集
さ
れ
、

そ
の

際
良
賁
の

序
列
は

僧
の

中

で

十
四

人
中
八

番
目
で

あ
っ

た
。

そ
し

て

大
明
宮
南
桃
園
（

長

安
城
北
東
部

の

宮
）

に

お
い

て

不
空

が

訳
主
と

な
っ

て

『

仁
王

経
』

と

『

密

厳
経
』

を

新
訳
し
た

の

で

あ
る

。

早
く

も
四

月

十
五

日

に

完

成

し
た

の

で

進
上

し
・

宮
中

承
明

殿
灌
頂

験
に
て

代
宋
が

序
を

冠
し
た

・

そ
の

薪
訳
」

の

御
製
序
に

は

こ

う
あ

る

（

傍

爨

者）
。

　
　

遺
詔

。

不

敢
怠
遑

。

延
振
錫
之
群
英

。

終
為
山

之
九
仞

。

開
府
朝
恩
許

国
以

身
帰
仏
以

命
。

弼
我

轟

嘩
零

。

爰
令

　
　

集
京
城
義
学

大
徳

劇
劃
等

。

翰
林
学
士
常
袞

等
。

於
大
明

宮
南
桃
園

。

詳
訳

護
国
般
若
畢

。

并
更

写
定
密

厳
等
経

。

　
こ

こ

で

は

代
宋
の

信
頼
厚
い

魚
朝
恩
が

仏

教
を

信
奉
し
て

お

り
、

そ
の

直
後
に

『

表
制
集
』

の

順
番
で

は

中

堅
で

あ
っ

た

良

賁
が

・

初

牝
「

京
城
義
学
大
徳
」

の

筆
頭
と

し
て

あ
る

の

が

ポ

イ
・

ト
で

あ
る

。

・

の

変
化
は

如
何
な
る

理

由
に

よ
る

も
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
24）

で

あ
ろ

う
か

。

そ
こ

で

訳
経
の

人

事
を

、

最
も
詳

し
く

「

翻
訳

十
七

人
」

と

し
て

挙
げ
る

『

貞
元
録
』

に

よ
っ

て

整
理
す
る

と
、
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不
空

、

訳
梵
本

。

 
法
崇

、

證
梵
本
義

。

 
良
賁

、

筆
受
兼
潤
文

。

 
子
鄰

、

潤

文
。

 
懷
感、

證

義
。

 
建

宗
、

同
。

 

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

oo

飛

錫
、

同
。

 
義
嵩

、

同
。

 
潛
翼

、

同
。

 
道
液

、

同
。

 
趙
悟

、

購
。

 
應
翼

、

同
。

 
歸
性

、

同
。

 
慧
靈

、

同
。

 

4

慧
靜

、

同
。

 
圓
寂

、

梵
音

。

 
道
林

、

讃
唄

。

 
義
秀

、

校
勘

。

 
弘
照

、

校
。

こ

の

う
ち

『

表
綱

集
』

に

は

 
 
 
 
が

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　（
25）

欠
け
て

い

る
。

良
貫
の

「

筆
受
兼
潤
文
」

の

序
列
に
つ

い

て

編
者
円
照
が

益

番
騒
に

し
て
い

る

が
、

こ

れ

は

役
職
の

序
列
に

従

っ

た

も
の

と

患
わ

れ
る

。

ま
た

訳
経
は

国
家
事
業
で

あ
る

の

で

役
人

も

参
加
し

、

縁
じ

く

『

貞
元

録
』

に

以

下
の

六

名
を

挙
げ

る

（

宮
名
略
）

。

 
典

、

馬

奉
獻

。

 
判
官

、

楊
利

全
。

 
副

使
、

駱
奉
仙

。

 
駕
使
兼
統
其
事

、

魚
朝
恩

。

 
翻
訳

、

常
袞

。

 
同

、

柳
枕

。

つ

ま

り
「

翻

訳
十
七

人
」

と

は

僧
の

 
〜

 
と

役
人

の

 
 
で

あ
る

。

ま
た

こ

の

よ

う
に

役
人

欄
で

は

「

駕
使

　
　

〔
26）

兼

統
其
事
」

と

し
て

魚
朝
恩
が

取
り
仕
切
っ

て

い

た
こ

と
が

騨

白
で

あ
る

。

筆
者
は
こ

こ

に
、

先
述
の

「

新
訳
」

御
製
序
に

お

け
る

良
賁
の

筆
頭
扱
い

の

原

因
を

見
る

。

つ

ま

り
不
空
に

と
っ

て

良
賁
は

四

月
二

日
の

申
請
時
に

協
力
者
の
一

人

と

し
て

募
っ

た
の

に

過
ぎ
な

か
っ

た
の

が
、

申
請
後
権
勢
を

も
っ

て

仕
切
り
役
に

な
っ

た

魚
朝
恩
が

、

陝
州
以

来
密
接
な

関
係
に

あ
っ

た

良

賁
を

筆
頭
に

据

え
た
の

で

あ
る

。

無
論

そ
の

能
力
が

必

要
な
役
で

あ
る

が
、

既
に

『

凡
聖

界
地

章
』

に

お
い

て

実

証
済
み

で

あ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

〔
27）

っ

た
。

な

お
こ

の

両
経
は

良
賁
が

『

仁
王

経
篇

、

飛
錫
が

『

密
厳
経
』

の

担
当
で

あ
っ

た

が
、

『

表
制
集
』

の

順

番
で

二

番
自
の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
窘

飛
錫
が

担
当
し
た

『

密
厳

経
』

の

代
宋
序
に
は

対
照
的
に

魚
朝
恩
の

名
が

出
て

こ

な

い
。

こ

れ

も

魚
朝
恩
と

良
賁
の

関
係
を

暗

示
す
る
も
の

で

あ
ろ

う
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
（
29）

　
同

じ

く
永
泰
元

年
（

七

六
五
）

四

月
下

旬
、

不
空
は

詔
に

て

『

大
聖

文
殊

師
利

菩
薩
讃
仏

法
身
礼
』

を

内
道
場
で

訳
し
た

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
30）

そ
の

不

空
撰
と

思
わ

れ
る

序
で

、

先
日

の

『

仁
王

経
』

訳
経
に

触
れ
て

「

上

都
義
学
沙
門
良
責
等
一

十
六

人
。

」

と

あ

る
。

こ

れ

は

不
空
の

中
で

も
、

良
賁
の

立

場
が

上
が
っ

た
こ

と

を
示

し
て

い

る

と

言
え
よ

う
。

『

表
制
集
』

で

八

番
目

だ
っ

た

か

ら
こ

そ
、

こ

の

推
移
の

意

義
が

悶
わ
れ

る

の

で

あ

る
。

　
こ

こ

で

何
故
魚
朝
恩
が

訳
経
の

仕
切
り
役
に

就
き

、

良
賁
を

筆
頭
に

据
え
た
の

か
を

検
討
し
た
い

。

当
時
魚
朝
恩
に

と
っ

て

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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良賁の 生涯及び不空三 蔵 との 関係 に つ い て （山口 ）

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
（
31V

も
安
史
の

乱
の

余
波
と

し
て

外
に

吐
番
・

僕

固
懐
恩
が

、

内
に

は

政

敵
が
い

た
。

よ
っ

て

護
国
の

た
め

の

こ

の

訳
経
が

自
分
の

推
薦
し
た

僧
に
よ
っ

て

主
導
さ
れ

、

な
お
か
つ

そ
の

験
が

見
ら

れ
れ
ば

、

魚
朝
恩
に

と
っ

て

大
変
名
誉

、

か
つ

政

敵
に

と
っ

て

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
32）

は

芳
し

く
な
い

出
来
事
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

元
来
不
空
の

後
援
者
と

し
て

は
、

幕

舒
翰

、

李
元
珠

、

李
憲
誠

、

元
載

、

杜

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
33）

鴻
漸、

王

縉
、

裴
発
な
ど

が
著
名
だ

が
、

魚
朝
恩
も
そ
の
一

員
と

扱
わ

れ
て

き
た

。

た
し

か
に

良
責
が

不

空

門
下
で

あ
る

と

い

う
前
提
で

は
、

魚
朝
恩
も

不
空
の

後
援
者
の
一

人
と

定
義
す
る

の

が

矛

盾
無
く

、

長
い

間
こ

の

構
図
が
一

般

的
で

あ
っ

た
。

し

か

し
魚
朝
恩
の

名
前
は

『

表
鋼
集
』

や

不
空

伝
に

不
自
然
な
ほ

ど
全

く
出
て

こ

な
い

。

魚
朝
恩
が

僧
伝
や

経
典
の

序
に

そ
の

名

を
表
す
の

は

全
て

良
賁
が

関
係

す
る

場
合
で

あ
る

。

し

か
も

魚
朝
恩
は

後
年

、

元
載
の

計
略
に

よ
っ

て

失
脚
し

、

前
述
の

不
空

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　（
34＞

の

後
援
者
達
と

も
政
治
的
に

対
立
し
て
い

た
。

こ

の

よ

う
に

魚
朝
恩
の

政

敵
は

不
空
の

後
援
者
と

ほ

ぼ

重

な
る

こ

と

か

ら
、

良

賁
の

後
援
者
と

し
て

の

魚
朝
恩

、

と

見
た
ほ

う
が

様
々

な

点
で

矛
盾
が

無
い

。

つ

ま
り

不
空
が

護
国
の

た

め

に

提
案
し

た

『

仁

王

経
』

訳

経
は

、

否
応
無
く

宮
廷
の

政
争
に

巻
き
込
ま
れ

て
い

っ

た
の

で

あ
る

。

以

後
そ

れ

に

留
意
し

な
が
ら

論
を

続
け
た

い
。

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
〔
35）

　

同

年
八

月
八

B
、

「

大

安
国

寺
上
座

臨
壇
大
徳
沙
門

乗
如
等
」

が

新
訳
両
経
に
よ

る

百

法
師
・

百
座
厳
修
を

願
い

出
た

。

乗
如

は

広
徳
二

年
（

七
六

四
）

の

「

大
興
善
寺
に

大
徳
四

十
九

員
を

儼
く
を

請
う
勅
　

首
」

で

「

東
都
（

洛
揚
V

、

敬
愛
寺

、

僧
、

乗

（
36）如

」

と

あ
る
の

が

見
え

、

こ

の

こ

ろ
ま
で

に

長
安
に

来
て

大
安
国

寺
に

籍
を

置
い

て
い

た

こ

と

に

な

る
。

と

も

か

く
『

続
開
元

（
37）

録
』

等
に

よ
る

と
、

そ
の

法
要
は

薪
訳
の

『

仁
王

経
』

『

密
厳
経
』

を
各
々

百
座
講

演
す
る

も
の

で
、

雨
天
の

た
め

若
干
順
延
し

た

も
の

の
、

長
安
の

資
聖
寺

、

西

明
寺
で

九

月
一

日
か

ら

盛
大
に

始
ま
っ

た
。

途
中

僕
固
懐
恩
の

軍
が

長

安
に

迫
り

中
断
し
た

が
、

閏
十
月
二

十
二

（

二

十
三
）

臼
に

結
願
し

、

反

裁
軍
の

退
却
も

法
要
の

験
と

し
て

歓
喜
さ

れ
た

。

魚
朝
恩
の

狙
い

通

り
に

な
っ

た

わ

け
で

あ
る

。

こ

の

法
要
で

良
賁
は

「

資
聖

寺
百
座
法
師
良
賁
等
」

と
し
て

「

仁
王

般
若
護
国
密
厳
等
経
等
」

を

講
説

し
、

講

師
の

忠
人

物
で

あ
っ

た
。

な

お

靄
明

寺
百
座

法
師
L

は

懷
感
で

あ
り
、

懐
感
は

西

明
寺
の

結
願
（

九

月
＋
六

日
）

田

を

迎
え
て

感
謝
の

意
を

代
宋
に

上
表
し
て

い

る
。

一

方
魚
朝
恩
も

薪
訳
の

『

仁
王

経
』

『

密
厳
経
』

を

内
道
場
か
ら

会
場
に

移
送

　
4

N 工工
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す
る

役
目
を

負
っ

て

お

り
、

そ
の

際
に

霊
験
が

あ
っ

た
と

伝
え
て
い

る
。

魚
朝
恩
の

取
り

仕
切
り
は

訳

経
の

み

な

ら

ず、

法
要

に

も
及
ん

で
い

た
と

言
え
よ

う
。

ま

た
こ

の

表
記
か

ら
、

百
座

法
要
ま
で

は

良
賁
の

所
属
寺
院
が

資
聖

寺
で

あ
っ

た

可
能
性
も

　

　
　
　
｛
39）

捨
て

き
れ

な
い

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
40）

　
　

方
の

不
空
は

、

こ

の

約
五

十
日

（

一

日
二

座
）

に

わ
た
っ

た

華
々

し
い

頒
行
法
要
の

記
録
に

殆
ど

見
え
て
い

な
い

。

不
空

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
（
41）

は

九

月
二

日
、

即
ち
開
白
の

翌

瀁
付
け
で

「

御
製
仁
王

経
序
を

謝
す
表
一

首
」

を

上

表
し
て

慶
事
を

賀
し
て

い

る

が
、

そ

の

ヨ

付
か
ら

当
事
者
と

し
て

参

加
し
て
い

な
い

故
の

上

表
と

見
て
い

い
。

法
要
に

参
加
し

な
か
っ

た

の

は
、

伝
統
的
な

百
座

講
読
よ

り
も

陀
羅
尼
念
誦
・

密
教

修
法
を

重
視
し
た

か
ら
と

も

考
え
ら

れ
る

が
、

そ
の

よ

う
な

修
法
に

関

す
る

記
述
は

無
い

。

唯
一

結

願

後
の

資
聖

寺
新
講
堂
落
慶
法
要
の

褒
賞
の

場
で

不
空
の

名
が

見
ら
れ

る

の

み
で

あ
る

。

す
な
わ

ち
『

続
開
元
録
』

に
、

　

　

取

閏
十
月
二

十
二

日
。

設
無
遮

斎
以
成
慶
散
是
日
也

。

…
…

飯
僧
既

畢
。

六

楽
争
陳

。

百
戲
充
盈

。

歌
吹
尽
日

。

京
城
大

　

　

徳
各
三
十

。

不
空
三

蔵
賜
九

百
匹

絹
帛
錦
綵

。

以

充
数
焉

。

侍
者
小

僧
各
五

十
匹

。

又
特
降
恩
旨

。

賜

資
聖
講

堂
。

名
為

　

　

永

泰
善
法
之
堂

。

此

即
万
古
千
秋

法
門

故
事
也

。

自
蕃
戎
入

境
。

夜
集
僧
徒

。

共
念
摩
詞
般

若
波
羅
蜜

多
於
此

堂
内

。

未

　

　

盈

累
月

果
得

清
平

。

此

乃
聖

力
経
威
感
斯
福
応

。

翻
経

百
座
賜
宝
珍
財

。

：・

…

至

十
一

月
一

日
。

恩
量
荐
臻

。

不
空

三

蔵

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　（
誓

　

　

和
上

。

故
金

躙
三
蔵

。

…

…
可

贈
開
府
儀
同
三
司

。

仍
賜

号
大
弘
教
三

蔵
。

と

あ
っ

て
、

落
慶
の

日

に

盛
大
な
齋
が

行
わ

れ
、

京
城
大
徳
三

十
人
の

中
で

も
不
空

が

「

九
百
匹
絹
帛
錦
綵
」

を

賜
っ

た

と

あ

る
。

た
だ
こ

れ

は

百
座
法
要
へ

の

参
加
で

は

な

く
訳

経
へ

の

褒
賞
と

し
て

見
る
べ

き
で

あ

ろ

う
。

ま
た

そ
の

夜
に

賊
軍
が

国
境

を

侵
し

た
と
い

う
知
ら
せ

が

あ
り

、

資
聖

寺
の

新
講
堂
（

永

泰
善
法
之
堂
）

に

て

憎
ら
が

摩
講
般

若
波
羅
蜜
多
を

「

念
」

じ
、

そ
の

甲

斐
あ
っ

て

平
穏
を

得
た
と

し
て

い

る
。

文
面
か

ら
は

そ
の

「

念
」

が
ど
の

よ

う
な

修
法
・

法
要
を
指
す
の

か
、

不

空
が

参
加
し
た
の

か
も

不

明
だ
が

、

そ

の

後
に

「

翻

経
（

に

参
加
し

た

僧
と

）

百
座

（

に

参
加
し
た

僧
）

」

に

褒
賞
が

あ
っ

た
と

す
る

の

で
、

こ

の

臨
時

法
要
に

限
っ

て

は

参
加
し

た

可
能
性
も

あ
ろ

う
。

そ
し
て

十
一

月
一

日
に

矢
継
ぎ
早
に

故
金
剛
智
に

開

府
及
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（
43）

び

号
、

不

空
本
人
に

特
進
試
鴻
臚
卿
及
び

号
を
下

賜
し
て

い

る
。

こ

こ

か

ら

賜
号
は

訳
経
の

み

な

ら

ず
こ

の

臨
時
法
要
に

対
し

て

の

褒
賞
と

も
考
え

ら
れ

る
。

と

も

か

く
百

座
法
要
に

は

出
仕
し

な
か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る

が
、

そ
れ
は

不
空
の

俗
弟
子

、

逍

遷
『

不
空
三

蔵
行
状
』

の

以

下
の

記
述

か
ら

も

窺
え
る

。

　

　

仁
王

密
厳
二

経
は

皇

帝
が

特
に

経
序
を

製
す

。

勅
命
あ
り
て

頒
行
の

日
、

慶
雲
大
い

に

現
れ

、

朝
を

挙
げ
て

賀
を

表
す

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
（
44）

　

　
こ

れ

を

国
史
に

編
め
ば

永
泰
元
年

十
一

月
一

日
な

り
。

大
師
に

特
進
試
鴻
臚
卿
を

制
授
し

、

大
広
智
三

蔵
と

号
す
っ

　

こ

の

よ

う
に

法
要
に

は

直
接
触
れ

ず
、

不
空
の

授
号
を

も
っ

て

二

経
の

訳

経
の

褒
賞
と

総
括
し
て

い

る
。

不
空
教
団
側
の

史

料
と
い

う
べ

き
こ

の

記
述
と

、

『

続
開
元
録
』

等
各
歴

史
書
の

法
要
の

華
々

し
い

記
述
に

は
、

こ

の

よ

う
な

温

度
差
が

あ
る

。

こ

の

逍
遷
の

記
述
態
度
こ

そ
、

不
空
が

法

要
に

不

参
加
だ
っ

た

こ

と
の

証
左
と

言
え
よ

う
。

　

翌

大
暦

元
年
（

七

六

六
）

二

月

十
一

日
、

「

青
龍
寺
翻
経

講
論
沙
門
良
賁
」

は

『

仁
王

経
疏
』

制

作
の

詔
を
受
け

、

大
明
宮
南

桃
園
に

て

「

賛
演
」

し

て

製
し
、

同

年
十
一

月
八

日

に

『

疏
』

三

巻
（

い

わ

ゆ
る

青
龍
疏
・

良
賁
疏
V

と

し
て

完
成

さ
せ

、

同
日

、

『

陀

羅
尼
念

誦
儀
軌
』

　一

巻

（

不
空

奉
詔
訳

『

仁
王

護
国
般
若
波
羅
蜜

多
経
陀

羅
尼
念
誦

儀
軌
』

一

巻
を

指
す
と

思

わ

れ

る
）

と

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　〔
45）

『

承

明
殿

講
密

厳
経
対

御
記
』

一

巻
と

合
わ
せ

て

進
上

し
た

。

良
賁
が

疏
を

詔
に

よ
っ

て

撰
し
た

背
景
に

は
、

当
然

魚
朝

恩
の

働

き

か

け
が

あ
っ

た

と

思
わ

れ
る

。

ま

た

同

時
進
上
の

『

仁
王

陀

羅
尼
念
誦

儀
軌
』

に

は
、

不
空

門
下
と

思
わ

れ
る

「

大
興
善
寺

飜
経
沙
門
慧
靈
」

の

序
が

付
さ

れ
て
い

る
。

そ

れ

に

よ

る

と
ま

ず
、

　

　

廼

辟
興

善
寺
大
廣
智
三

蔵
不
空

。

与
義
学
沙

門
良

賁
等
一

十
四

人
。

開

府
魚

朝
恩

翰
林

學
士

常
袞
等

。

去
歳
夏
四

月
。

於

　

　
　
　

　
　
　

（
46）

　

　

南
桃
園
再
訳

斯
経

。

と

あ

り
、

昨
年
の

『

仁
王

経
』

新
訳
に

触
れ

て
い

る
。

こ

こ

か

ら

『

仁
王

陀

羅
尼
念

誦

儀
軌
』

の

序
が

翌

大
暦
元

年
に

著
さ

れ

た
こ

と

が
わ

か

り
、

そ
の

年
次
か

ら

件
の

「

『

陀
羅

尼
念
誦
儀
軌
』

一

巻
」

が

『

仁
王

陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』

に

他
な
ら
な
い

と

判

断
で

き
る

。

し

か

し

問
題
は

何
故
こ

の

良

賁
疏
以

外
の

二

部
も

良

賁
が

進
上

し

て

い

る
の

か

で

あ
る

。

特
に

『

仁
王

陀

羅
尼

念
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（
47）

誦
儀

軌
』

に

つ

い

て

は
、

こ

れ

に

関

係
し

て

か

の

大

村
西
崖

氏
が

不
空

撰
で

は

な

く
良

賁
の

撰
だ

か

ら
と

し
て

い

る
。

そ

れ

は

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

04

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
48）

同
序
に

「

三

蔵
是
以

訳
貝

多
之
文

。

良
賁
法
師
乃

受
従
簡
素

。

始
夫
処
所
方
便
終
其
観
行

儀
則

修
為
五

門
第
以
位

次
」

と

あ
り

、

　
4

実
際
に

儀
軌
の

構
成
が

そ

う
な
っ

て

い

る
こ

と

を

根
拠
と

す
る

。

さ

ら

に

本

文
冒
頭
に

「

依
三

蔵
所
持

梵
本
金

剛

頂
瑜
伽
経
云

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
49）

…
：

」

と

あ
る

上
、

良
賁
疏
と

同
一

部
分
が

認
め

ら

れ
、

な

お
か

つ

良

賁
疏
に

「

別
の

儀
軌
の

如

し
」

な
ど
と

も

あ
る

。

こ

れ

ら
か

ら

『

仁
王

陀

羅
尼
念

誦
儀
軌
』

は
、

良
賁
疏

に

先

行
も
し

く
は

同

時
進

行
で

製

作
さ
れ
、

良
賁
が

そ
の

製

作
に

深

く
関
わ

っ

た

こ

と
が

確
実
で

あ
る

。

で

は

全
て

を

良
賁
一

人
で

撰
述
し

た
か

と
い

う
と
、

慧
靈
の

序
の

存
在
や

コ
ニ

蔵

所
持
梵
本
」

の

多
用
な
ど
か

ら
、

不
空
教

団
が

関
わ
っ

た
こ

と

も

ま
た

確
実
で

あ
る

。

ど

ち
ら

に

せ

よ

良

賁
は

訳
経
を

通
じ

て
、

こ

の

頃
ま
で

に

儀
軌
の

編

纂
を

し

う
る

程
度
の

密
教
理

解
を

得
て

い

た

こ

と
に

な
る

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
50）

　

ま
た

『

承
明
殿
講

密
厳
経
対
御
記
』

　一

巻
は

現
存
せ

ず、

撰

述

者
は

不

明
で

あ
る

が
、

恐
ら

く
は

良
賁
と

無

関
係
で

は

な
い

と

思
わ
れ

る
。

題
か

ら

察
す
る

に
、

そ
の

内
容
は

代
宋
へ

の

『

密
厳
経
』

講

説
で

あ
ろ

う
。

つ

ま

り
こ

れ
ら

は

不
空
教
団
の

参

与
が

あ
っ

た

と
は
い

え
、

良
賁
が

中
心
に

な
っ

て

製

作
を

す

す
め

た

か

ら

こ

そ
、

自

身
で

進
上

し
た

の

で

あ
る

。

　
「

仁
王

経
』

訳

経
、

そ
し
て

特
に

頒
行
た
る

百
座
法
要
か

ら

疏
・

儀

軌
の

進
上
に

か

け
て

、

対
外
的
に

前
面
に

あ
っ

た

の

は

見

て

き
た

と
お

り

「

駕
使
兼

統
其
事
」

魚
朝

恩
と

良

賁
で

あ
る

。

こ

こ

か

ら

こ

の

両
経

関
連
に
つ

い

て

は
、

為
政

者
側
で

は

魚
朝

恩
が

、

僧
側
で

は

魚

朝
恩
と

懇

意
で

あ
る

良
賁
が

取
り

仕
切
っ

た
と
い

う
構

図
が

浮
き

彫
り
に

な

る
。

し
か

も

そ
れ
は

除
々

に

進

行
し

、

疏
の

提
出

時
に

は

完
全

に

良
賁
が

主
導

権
を

握
る

に

至
っ

た
と

言
え
る

。

な

お

こ

の

両
経
を
め

ぐ
る
一

年

半
以

上
の

出

来
事
の

後
、

良
賁
が

不
空
の

訳
経
に

参
加
し

た

記

録
は

無
い

。

『

表
制
集
』

に

よ
れ

ば

そ
の

こ

ろ

よ

り
不
空
は

五

台
山
金

閣
寺

に

傾

注
し
て

ゆ

き
、

そ
こ

で

も

『

仁
王

経
』

『

密

厳
経
』

の

位
置

付
け
は

重

要
で

あ
っ

た
が

、

こ

れ
に

良
賁
と

魚
朝

恩
が

関
わ
っ

た

記

録
も
無
い

。
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三
、

大
暦
二

年
以
後
に
つ

い

て

　
大

暦
二

年
（

七

六
七
）

、

魚
朝

恩
は

長
安
城

東
北

、

通
化

門
の

す
ぐ
城

外
に

章
敬

皇
后
の

追
善
の

た

め
と

称
し

て

章
敬
寺
と
い

　
　
　

　

　
　

　

　
（
51）
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

（
52）

う
巨
大
伽
藍
を

建
立
し
た

。

そ
の

落
慶
に

良

賁
が

駆
け
つ

け
、

「

疏
を

も
っ

て

報
じ

伏
膺
」

し
た
と

あ
る

。

ま
た

こ

の

後
、

年
次

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
53）

は

不
詳
だ

が

良

賁
は

長
安
大
安
国
寺
に

お

い

て

長
期

問
の

講
莚
を

行
い

、

大
変
な

盛

況
で

あ
っ

た

と

伝
え
る

。

不
空
の

弟
子
ら

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
54）

が

長

安
で

開
講

す
る

と

き
は

、

そ
の

申
請
上

表
文
が

『

表
制
集
』

に

残
っ

て

い

る

場
合
が

あ
る

が
、

良
賁
の

名
は

そ
こ

に

は

無

い
。

つ

ま

り
不
空
を
通
さ

ず
に

開
講
し
た

の

で

あ
り

、

こ

の

こ

と

か
ら

も
不
空
の

弟
子
と

い

っ

た

構
図
が

否
定
さ

れ

る

と

思

う
。

　

大
暦
五

年
（

七

七
〇
）

、

三

月
（

寒
食
の

日
）

、

長
ら

く
権
勢
を

振
る
っ

た

魚
朝
恩
で

あ
っ

た

が
、

代
宋
の

内
諾
を

得
た

元
載
ら

　
　
　

　

　
　

　

　
　
（
55＞

の

計

略
に

よ

り
誅

殺
さ

れ

た
。

三

月

十
日

に

は

観
軍
容
使
を

罷
免
さ

れ
、

禁
軍
の

混
乱
を

避
け
て

か
、

し

ば

ら

く
そ
の

死
は

隠

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
56）

さ
れ

た

と

伝
え

る
。

翌
六

年
、

良
賁
は

突

然
集
州
（

四

川

省
南
江
県）

に

「

徙

居
」

（

左
遷）

さ

せ

ら

れ
、

以

降
か

の

地
で

精
力

的
に

講
莚
し
た

と

伝
え
る

。

こ

れ
は

魚
朝

恩
と

最
も

関

係
が

深
か
っ

た

僧
と

し
て

、

そ

れ

に

連
座

す
る

よ

う
な

形
式
で

の

左
遷

で

あ
っ

た
こ

と

は

論
を

待
た

な
い

で

あ
ろ

う
。

ま

た

従
来
全
く
注

目
さ

れ

な
か
っ

た

が
、

伝
不
空

訳

『

毘
沙

門
儀

軌
』

で

は
、

不

空
の

法
力
と

毘
沙
門
天
の

威
力
を

喧
伝
し

た

後
、

そ
れ

を

実

践
し

て
い

る

僧
と

し
て

良
賁
が

次
の

よ

う
に

紹
介
さ
れ

る
。

　
　

至

大
暦
五

年
。

於
集
洲

見
内
供

養
僧
良
賁
法
師

。

移
住
集
洲

開
元

寺
。

勘
経
像
与
大
悲

本
同

。

昔
防
援
国
界

。

奉
仏

教
敕

。

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
57）

　
　

令
第
三

子

那
捧
塔
隨
天
王

。

『

続
開

元
録
』

よ

り
年
次
が
一

年
早
い

が
、

「

内
供
養
僧
」

良

賁
が

国
境

警
備
の

た

め

集
州
の

開

元
寺
に

移

住
し

、

毘

沙
門
天

第

三

王

子
法
を

修
法
し

た

と

い

う
内
容
で

あ
る

。

歴
史
的
事
実
で

は

な
い

だ

ろ

う
が

、

こ

こ

で

注
目

す
べ

き
は

集
州
の

「

開
元

寺
」

（

唐
の

国
分
寺）

と

い

う
具

体
的

な

場
所
を

示
す
こ

と

と
、

左
遷
で

は
な

く
「

移
住
」

と

し
、

護

国
の

法
を

修
す
密
教

僧
と

し

て

405
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（
58）

表
記
し

て

あ

る
こ

と

で

あ
る

。

頼
富

本
宏

博
士
に

よ

る

と
、

こ

の

儀

軌
の

成
立

下
限
は

宗
叡
の

帰

朝
時
（

八

六
五
）

に

設
定
さ

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

06

れ

る

と
い

う
。

良
賁
の

死

後
百
年
た
た

な
い

う
ち
の

良
賁

観
が

、

不
空
の

弟
子
的
な

扱
い

で
、

そ
の

護
国
の

志
を

前
線
で

引
き

　
4

継
ぐ

密
教

僧
と

い

う
も
の

に

な
っ

て
い

た
と

い

う
こ

と
は

注
目
に

値
し

よ

う
。

た
だ

こ

の

儀

軌
の

製

作
者
が

何
を

参
照
し
て

こ

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
〔
59）

の

逸

話
を

創
作
し
た

か

と

い

う
と

、

新
訳

『

仁
王

経
』

で

説

く
「

大
黒
天
」

を
、

良
賁
疏
が
不

空
所
持
の

「

別
梵
夾
」

を

参
照

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
60）

し

て

「

闘

戦
神
」

と

し
て

詳
し

く

説
明

す
る

箇
所
に

、

恐
ら

く
は

触

発
さ
れ

た

の

で

あ
ろ

う
。

と

も
か

く
こ

の

良
賁
観
は

貴
重

で

あ
る

。

　

翌

大
暦
六

年
（

七

七

こ

十
月
十
二

日
、

不
空
は

「

三

朝
に

て

翻

す
る

と
こ

ろ

の

経
が

目
録
に

入

り
て

流
行
を

請
う
表
」

に

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　．
°

°
　
　
　
　
　
　
　
　

（
61）

新
訳
『

仁
王

経
』

『

密
厳
経
』

と

『

仁
王

陀
羅
尼
念

誦
儀
軌
」

、

良

賁
『

仁
王

経
疏
』

を

最

末
尾
に

記
し

、

上

表
し

た
。

こ

れ
は

お

そ

ら

く

良
賁
の

集
州

左
遷

後
の

出
来

事
と

思

わ

れ

る

が
、

こ

の

こ

と

は

不
空
と

良

賁
の

関
係
を

考
え
る

上
で

大
変
重

要
な
こ

と

で

あ
る

。

見
て

き
た
よ

う
に

良
賁
は

不
空
の

弟
子
と

は

言
い

難
い

。

前
二

経
は

不
空

教

団
が

大
い

に

関
わ
っ

て
い

る

の

で

問

題
な

く、

『

仁
王

陀
羅
尼
念

誦
儀
軌
』

も
や

は

り
全
て

が

良
賁
撰
述
で

は

な

く
、

不
空

教
団
の

参
与
が

あ
っ

た

か
ら
入

蔵
し
た
の

で

あ
ろ

う
。

し
か

し

良
賁
疏
が
こ

こ

に

入
る

の

は

如
何
な
る

理
由
に

よ

る

も
の

だ
ろ

う
か

。

思

う
に

『

仁
王

陀

羅
尼
念

誦
儀
軌
』

に

並

行
し
て

製

作
さ
れ

た

良

賁
疏
に

も
、

同
じ

よ

う
に

不
空
教

団
の

参
与
が

あ
っ

た
か

ら
で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

こ

れ

に
つ

い

て

は

次

項
で

確
認
す
る

が
、

こ

こ

で

魚
朝
恩
亡
き

後
は

元
載
が

権
勢
を
振
る
っ

た

か
ら

、

こ

れ

に

乗
じ
て

不
空
が

横
車
を

押
し

、

落
ち
目

の

良
賁
に

意
趣
を
返

し
た
な
ど
と

邪
推
す
る

の

は

も
っ

て

の

ほ

か
で

あ
る

。

　
『

続
開
元

録
』

の

良
賁
伝
は

こ

の

こ

と
に

つ

い

て

「

至

大
暦
七

祀
正

月
十

六
日

。

不
空
三

蔵
奏
請
入

目
。

旨
依

奏
。

仍

宣
付
中

　

　
　

　

　
　

　

　
（
62）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

（
63）

外
。

並

編
入
一

刀

経
目

録一

と

し
か

な

く
要
領
を

得
な
い

。

た
だ

編
者
円

照

は
、

良

賁
伝
の

中
に

こ

の

文
を
挿
入
し
た
こ

と
や

、

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
64∀

『

続
開
元

録
』

の

不
空
目

録
か

ら

意
図
的
に

良

賁
疏
を

外
し
て

い

る
こ

と

か

ら
鑑
み

て
、

こ

れ

に

異
議
が

あ
っ

た

人

物
な
の

で

あ

ろ

う
。
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良賁の 生 涯及び不空三 蔵 との 関係 につ い て （山 LD

　

大
暦
九

年
（
七

七

四
）

六

月
十
五

日
、

不

空
は

入
滅
し
た

。

一

方
良
賁
の

卒
伝
は

『

続
開
元

録
』

に

こ

う
あ
る

。

　

　

至

十
二

年
三

月
十
日

。

春
秋
六

十
一

。

僧
夏
二

十
九

。

微
疾

不

興
而

卒
於
彼

。

遺

身
還

京
上

都
城
東

置
墳
塔
矣

。

即

十
三

　

　

年
也

。

其
表
中
云

。

陀
羅
尼
念

誦
儀

軌
一

巻
。

承
明
殿

講
密

厳
経
対
御

記
一

巻
。

昔
修
撰

訖
随
表
上

。

留

在
紫

宸
未
宣
中

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
〔
65）

　

　

外
訪
本
不

獲
。

故

欠
列
名

。

こ

れ

に

よ

る

と
、

大
暦

十
二

年
（

七
七

七
）

三

月

十
日

に
、

病
の

た
め

符

陽
（

四

川
省
南
江
県
）

に

て

六

十
一

歳
で

入

滅
し
た
と

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（
66V

あ
る

。

ま
た

『

仁
王

陀
羅

尼
念

誦
儀

軌
』

と

『

承
明

殿
講
密

厳
経
対

御
記
』

を

進
上

し

た

と

い

う
が

、

と

も

か

く
円
照

当
時
に

お
い

て

既
に

散

逸
し
て

見
当
た

ら
な

い

と

し
て
い

る

（
こ

れ

は

『

対

御
記
』

の

み

を

指
す
か

）

。

卒
伝
に

こ

の

二

書
が

出
て

く
る

こ

と
一

つ

を
と
っ

て

も
、

こ

れ

ら

に

良
賁
が

深
く

関
係
し

た

こ

と

を

暗

示
し
て
い

る

と

い

え
よ

う
。

そ

し
て

翌

年
長

安
城
の

東

に

「

墳
塔
」

を

建
て

た
と

い

う
が

、

そ
れ

は

長

安
に

お
い

て

良

賁
を

慕

う
集

団
が

健
在
で

あ
っ

た

こ

と

を

示
す

。

ま
た

想
像
だ

が
、

そ
の

塔
は

か
つ

て

の

住
寺
青
龍
寺
（

新
昌
坊

。

こ

の

こ

ろ

既
に

恵
果
が
賜
っ

た

東
塔
院
が

あ
っ

た
）

が

見
え
る

位
置
に

あ
っ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。

と

も
か

く
良
賁
の

生

涯
を
一

言
で

い

え
ば
、

魚
朝
恩
と

浮
沈
を
共
に

し
た
と

表
現
で

き
よ

う
。

　

以

上
の

よ

う
に

良
賁
の

生

涯
を

不
空

、

魚
朝
恩
と

の

関

係
を

軸

に

検
証
し

た
。

以

下
整
理

す
る

と
、

不

空
と

良
賁
の

関

係
を

考
え
る

上

で
、

二

つ

の

焦
点
と

な
る

出
来

事
が

あ
る

。

ま

ず
一

つ

め

は

永
泰
元
年
（

七

六

五
）

前
後
に

、

『

凡
聖

界
地

章
』

を

き

っ

か

け
に

良
賁
と

懇

意
に

な
っ

た

魚
朝
恩
が

、

一

連
の

『

仁
王

経
』

『

密
厳
経
』

を
め

ぐ
る

訳
経
↓

百
座
法

要
↓

疏
等
提
出
を

取

り
仕
切
り

、

そ

の

権
勢
で

良
賁
を

前
面
に

立

て

た

こ

と
で

あ
る

。

こ

の

期
間
、

良

賁
が

不
空
の

弟
子
で

な
い

こ

と
は

確
か

で

あ

り
、

「

仁
王

経
』

訳
経
以

降
は

単
純
な

協
力
者
で

は

な

く
、

宮
廷
の

政
争
を

反

映
し
た

関

係
に

あ
っ

た
と

言
え

る
。

良
賁
を

「

請

再

訳
仁
王

経
制

書
→

首
」

で

八

番
目

に

列

し
た

時
点
で

は
、

そ

の

順

番
か

ら

察
し
て

不
空

自
身

そ
う
な

る
と
は

思
っ

て
い

な

か

っ

た
で

あ
ろ

う
。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

07

　

二

つ

め
の

焦
点
は

、

大
暦
六

年
（

七
七
一
）

の

魚
朝
恩
失
脚
後
に

良
賁
が

左
遷

さ
れ

、

そ
の

後
不
空
が

良
賁

関
連
の

経
疏

を

　
4
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も
自

身
の

目
録
に

入
れ

て

入

蔵
し
た

こ

と

で

あ
る

。

不
空
の

こ

の

行

動
は

魚

朝
恩

存
命
中
に

は

難
し

か
っ

た

だ
ろ

う
が

、

そ

れ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
08

以

前
か

ら

不
空

教
団
の

所
産
と

い

う
自
負
を

持

ち
、

良

賁
疏
を

含
め
た

経
・

儀
軌
・

疏
の

セ

ッ

ト
で

の

普
及
を
望
ん

で
い

た
た

　
4

め

そ
の

よ

う
に

し

た

の

で

あ
ろ

う
。

こ

れ

に
つ

い

て

は

教
学
的
な

観
点
も
必

要
な
の

で
、

次
項
で

さ
ら
に

検
証
す
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

四
、

不
空
と

良
賁
の

関
係
に
つ

い

て

　
前
三

項
で

良
賁
の

生

涯
を

俯
瞰
し

た

が
、

不
空
と

良
賁
の

関
係
は

実

際
如
何
な

る

も
の

だ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

お
互
い

の

関
係
は

「

自
分
の

後
援
者
の

政

敵
が

後
援
し
て

い

る

僧
」

で

あ

る
。

し
か

し

そ

れ

だ

け
で

両
者
も

不

仲
で

あ
っ

た

と

す
る

の

は

短
絡

的
で

あ
ろ

う
。

事
実
良
賁
が

不
空
の

協
力
者
（

『

宋
高
僧
伝
』

）

と
し

て
、

あ
る

い

は

弟
子
の

密

教
僧
（

『

毘
沙
門

儀
軌
』

）

と

し
て

の

イ

メ

ー

ジ

が

後
世

に

ま
で

残
る

の

に

は

何

ら
か

の

理

由
が

あ
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

そ
れ

を

検

証
す
る

た

め
、

こ

こ

で

は

僧
伝
で

は

な

く、

政

治
的
な

要
素
が

希
薄
な

両
者
の

著
述
に

焦
点
を

あ
て

て

考
え
て

い

く
。

　
『

凡
聖

界
地

章
』

、

新
訳
『

仁
王

経
』

、

良

賁
『

仁
王

経
疏
』

に

は
、

良
賁
の

教
学
の

連
続
性
が

見
ら

れ

る
。

ま
た

逆
に

良
賁

『

仁
王

経
疏
』

に

お
い

て

は

不

空
の

影
響
も

見
ら
れ

る
。

よ
っ

て
こ

れ
ら
か
ら
二

人
の

関

係
を
検
証
し

た
い

。

そ
れ

ら

は

そ
れ

ぞ

れ
の

『

仁
王

経
』

の

扱
い

を

検
証
す
る
こ

と

に

よ
っ

て

確
か

め

ら

れ
、

枚
挙
に
い

と

ま
が

無
い

が
、

こ

こ

で

は

三

例
ほ

ど

を

挙

げ
る

。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨

　
ま

ず
『

凡
聖

界
地

章
』

に

「

仁
王

経
云

。

南
閻
浮

提
大
国
十
六

中
国
五

百
小

国
十

千
」

と

あ
る

。

こ

れ
は

「

旧

訳
」

の

「

其

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

ー
（
68）

南
閻

浮
提

有
十
六

大
国

。

五

百
中

国
十
千
小

国
」

の

引
用
で

あ
る

。

し

か

し

「

新
訳
」

の

当
該
箇
所
は

「

此
贍
部
洲
十
六

大
国

。

　
　
　

−
（
69）
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
70）

五

百

中
国
十

万
小
国
」

と

若
干
の

変
化
が

見
ら
れ

る
。

こ

れ

に
つ

い

て

良
賁
疏
で

は

　
　
経

。

此

贍
部

洲
十
六

大
国
五

百

中
国
十
万

小

国
。

解
日

。

此

贍

部
洲
者

従
樹
立

号
。

洲
形
大
小

身
量
寿
量

作
業

趣
果
如
常
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良賁の 生涯及び不空三蔵 との 関係に つ い て （L［1口）

　
　

分

別
。

十
六

大
国

者
至

下

当
列

。

問
旧

経
但
言
十

千
小

国
。

此

言
十
万
何
乃

甚
歟

。

答
旧

経

多
以

教
所
及

処
而
憑

論
也

。

　
　

云

何
知
然

。

如
金

光
明
第
六

護
国
品
云
…

…
。

梵
本
不
同

各
如
文
矣

。

従
此

第
二

有
難
受
持

。

と

あ
る

。

つ

ま

り

「

新
訳
」

で

「

十

千
」

を

「

十
万
」

に

変
え
た

理

由
を

、

良
賁
疏
で

『

金
光
明
経
』

や

「

梵
本
」

を
引
い

て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
71）

説

明
し

て
い

る

の

で

あ
る

。

「

梵
本
」

と
は

不
空

が

訳
経
の

時
に
よ

く

用
い

た
と

さ
れ

る
「

貝
多
之
文
」

と

思
わ

れ
、

良
賁
が

不

空
の

教

学
を

尊
重
し

て
い

た

好
例
で

あ
る

。

ま
た

良
賁

疏
撰
述

時
に

そ
れ
を

参
照
で

き
る

と
い

う
こ

と

は
、

こ

の

疏
が

不
空

教

団
の

参
与
に

よ
っ

て

成
立
し
て

い

る
こ

と
を

物
語
っ

て
い

る
。

　
次
は

逆
に

良
賁
の

教

学
が

「

新
訳
」

に

影
響
を
及
ぼ

し
て

い

る

箇
所
を

示
す

。

「

旧

訳
」

で

「

七

宝
金

光
四
天

下

　
伏
忍
聖

胎

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
72）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

三

十
人

　
十

信
十
止

十
堅
心
」

と

す
る

箇
所
が

、

『

凡
聖

界
地
章
』

で

は

「

七

宝
金

光
四
天

下
…
…

准
経

、

十
善

鉄
輪

十
住
銅

輪

ー
　
　
　
　
　
　
　
　（
73）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

＋

行

銀
瀚

叶
迥

向
金

輪
」

と

な
。

て

い

る
。

．

．

れ

が

薪
訳
」

に

お
い

て

も

「

七

宝
金

輪
四

天

下

伏

垂
胎
三

＋
入

＋

住

十
行

十
迴

向
」

と

踏

襲
さ

れ
、

さ

ら
に

良
賁
疏
で

は

「

七

宝
金

輪
四
天

下
。

解
日

。

十

住

菩
薩
作
銅
輪
王

。

十
行
銀
輪

。

十

迴

ー
　
　
　
　
　（
75）

向
位

作
金

輪
王
」

と

し
て

「

光
」

が

「

輪
」

に

な

る

な
ど

「

新

訳
」

を

受
け
て

い

る
。

一

見

「

十

住
十
行
十
迴
向
」

の

記
述

か

ら
、

『

凡
聖

界
地

章
』

で

「

新
訳
」

を

引
用
し
て

い

る
よ

う
だ
が

、

『

凡
聖

界
地

章
』

で

は

上

巻
三

十
二

丁
あ
た

り
か

ら

『

華
厳

経
』

に

よ
っ

て

十

善
・

十

住
・

十
行
・

十
廻
向
の

説
明
を
延
々

と

続
け
て
い

る
。

要

す
る

に

「

旧

訳
」

の

「

十
信
十
止

十
堅
心
」

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
（
76）

を
、

『

華
厳
経
』

に
よ
っ

て

会
通
し

て

『

凡
聖

界
地

章
』

の

上
の

よ

う
な

記
述
と

し
た
と

見
る
べ

き
で

、

そ
れ
が

不
空

訳
の

際
に

反
映
さ

れ
た
と

思
わ

れ

る
。

　
ま

た

『

凡
聖

界
地

章
』

で

は

上
巻

四
十
五

丁

あ
た

り
か

ら

下
巻
二

十
九

丁
ま
で
、

菩
薩
の

十
地

に
つ

い

て

『

仁
王

経
』

を

引

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
77）

用
し

、

『

瑜

伽
論
』

『

華
厳
経
』

で

会

通
し
て

説

明

す
る

。

こ

の

方
法
は

「

新

訳
」

に

大

き
な

影
響
が
あ
る

が
、

紙
幅
の

都

合
で

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
78）

初
地
の

み

示
す

。

ま

ず
「

旧

訳
」

に

「

若

菩
薩
住
百

仏
国
中

。

作

閻
浮
四

天

王
。

修
百

法
門

。

二

諦
平

等
心

化
一

切

衆
生
」

と

あ
る

が
、

『

凡
聖

界
地

章
』

で

は
こ

れ
を

初
地

と

扱
い

、

「

歓
喜
地

者
、

仁
王

経
云

、

若
菩
薩

住
百
仏
国
中

、

作
閻
浮
提
四

天
王

、

409

N 工工
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（
79）

修
百

法
門

、

二

諦
徘
等
心

化
一

切
衆
生
」

と

し

て

い

る
。

こ

の

傍

線
部
の

変
化
は

や

や

後
に

「

明
初
地

菩
薩
輪
王

夫
聖

位
金

輪

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

1
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
80）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

王

者

仁
王

華
厳
並
云

作
閻
浮

提
王

瑜
伽
論
云

作
転
輪
王

居
瞻
部
洲
王

四
天

下
」

と

あ
る

こ

と
か

ら
、

『

華
厳
経
』

や

『

瑜
伽
論
』

　
4

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（
81）

に

よ
っ

て

換
句
し
て

い

る

こ

と

が

わ

か
る

。

「

歓
喜
地
」

も

『

華
厳
経
』

か

ら

命
名
し
て

い

る
。

こ

れ
が

新
訳
に

も

踏
襲
さ
れ

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
82）

「

若
菩
薩

摩
訶
薩

住
百

佛
刹

。

作
贍
部
洲
転
輪
聖
王

。

修
百
法
明
門

。

以

檀
波
羅
蜜
多
住
平
等
心

。

化
四

天

下
一

切
衆
生
」

と

な

っ

て

い

る
。

こ

の

「

新
訳
」

に

お

け
る

換
句
は

、

『

凡
聖
界
地

章
』

に

お

け
る

『

瑜
伽

論
』

採
用
を
踏
襲
し
て
い

る

こ

と

が

瞭
然

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

よ

う
に

お
互
い

の

教
学
が

反
映
し
て

お

り
、

こ

こ

か
ら

二

人
の

教
学
上
の

協

力
関

係
が

窺
え
る

の

で

あ
る

。

先

行
研

究

　

　

　（
83）

に

よ

れ
ば

、

良
賁
疏
は

円

測
や

道
気
の

著
作
に

影
響
を

受
け
て

い

る

こ

と
が

確
認
さ
れ

て

い

る
。

ま

た

見
て

き
た
と

お

り
華
厳

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
84）

教

学
の

影
響
も

無
視
で

き

な
い

。

の

み

な

ら

ず
良

賁
疏
で

は
、

不
空

所
持
の

「

別
梵
夾
」

を

も
っ

て

解
釈
す
る

こ

と

が

多
い

。

こ

れ

は

顕
教

経
典
の

翻
訳
に

不
慣
れ

な

不
空
と

、

密
教
に
つ

い

て

は

恐
ら

く

詳
し

く
な
か
っ

た

良
賁
が
、

お

互
い

の

足

り
な
い

部
分
を

補
っ

た

結

果
と

も

言
え
る

。

ま
た

こ

の

こ

と

か
ら

逆

説
的
に

、

不
空
の

訳
場
に

お

け
る

「

筆
受
兼
潤
文
」

良

賁
の

発
言

力
を

窺
い

知
れ

よ

う
。

ま

た

不
空
が

目
録
に

良
賁
疏
を

入
れ
た

理
由
と
は

、

こ

の

よ

う
に

良
賁
疏

も
『

仁
王

陀
羅
尼
念

誦
儀
軌
』

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
85）

も
、

不
空

教
団
あ
っ

て
の

所
産
だ
っ

た
か

ら

で

あ
る

。

そ
れ

ら

を
経
・

儀
軌
・

疏
の

セ

ッ

ト
で

流

布
（

「

中
外
に

施
行
」

）

さ

せ

る

た
め
で

あ
っ

て
、

左
遷
後
の

良
賁
が

入

蔵
す
る

す
べ

を

持
た

な
か
っ

た

と
い

う
現
実
的
な
理

由
も
あ
る

だ

ろ

う
。

　

以
上

良
賁
の

教
学
に
つ

い

て

は

深
く
考
察
し

え
な

か
っ

た

が
、

若
干
の

例
か

ら
二

人
の

教
学
的
な

関

係
は

良
好
で

あ
っ

た

こ

と

が

確
認
で

き
た
と

思

う
。

そ
し
て

後
世

、

こ

の

よ

う
な

関
係
か
ら

政

治
的
な

難
し

さ
が

薄
れ

て
、

良
賁
が

不
空
の

協
力

者
で

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
く
る

あ
っ

た

と
い

う
印
象
の

み

が

強

く
な
り
、

『

宋
高
僧
伝
』

の

「

永
泰
中
に

不
空
盛
ん

に

伝
訳
を

行
う
も

、

実
に

そ
の

人
に

難
し
む

。

賁
、

そ
の

翻

度
に

預
か
る
」

と

い

う
表
現
に
つ

な
が
っ

た

の

で

あ
る

。

さ
ら
に

「

別
梵
夾
」

を

駆
使
し
て

疏
や

儀
軌
を

編

纂
す

る

と
い

う
密
教
的
な
一

面
が

、

前
述
の

『

毘
沙
門

儀
軌
』

の

よ

う
な

表
現
に
つ

な

が
っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

円
照
が

『

続
開
元

録
』
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で

良
賁
伝
に

「

不
空
三

蔵
奏
請
入
目

」

と

挿
入
し

た
の

も
、

協
力
僧
と

し
て

の

良
賁
像
に
一

役
買
っ

た
の

か

も
し

れ
な
い

。

と

も
か

く
こ

れ

ら

諸

伝
が

伝
え

る

単
純
な
「

協
力
者
」

像
が

、

現
代
に

至
る

ま
で

残
っ

た

の

で

あ
る

。

士
口糸

　

以
上
四

項
に

わ

た
っ

て
、

良
賁
伝
を

再
構
築
し

不
空
と

の

関

係
を

再
確
認
し

た
。

以
下

簡
潔
に

ま
と
め

る
。

良
賁
は

陝
州
に

お
い

て

魚
朝
恩
に

見
出
さ

れ
て

長

安
の

中

央
仏

教
界
に

進

出
し

、

ま

ず
『

凡
聖

界
地

章
』

を

編

著
し
た

。

そ
し
て

不
空
の

『

仁

王

経
』

新
訳
に

参
加
し
、

百
座
法
要
講
師
を
つ

と

め
、

『

仁
王

経
疏
』

を

撰
述
し
た

。

そ
の

際
良
賁
と

不
空
は

お
互
い

の

後

援
者

が

政
敵
同

士
で

あ

り
、

魚
朝
恩
の

絶
頂
期
で

あ
っ

た
こ

と

か
ら

、

良

賁
が

前
面
に

立
つ

機

会
が

続
い

た
。

ま

た
こ

の

時
期
の

『

仁
王

経
疏
』

『

仁
王

陀

羅
尼

念
誦
儀
軌
』

は
、

お
互

い

の

協
力
の

賜

物
で

も

あ
っ

た
。

以

後
両

者
は

疎
遠
に

な
る

が
、

こ

れ

は

魚
朝
恩
が

代
宋
の

目
に

直
接
触
れ
な
い

五

台
山
に

関
わ

る
こ

と

に

興

味
が

無
か
っ

た
た

め
と

思
わ

れ

る
。

魚
朝
恩
の

死
後

良
賁

は

左
遷
さ

れ
る

が
、

そ
の

後
不
空
は

自
身
の

目

録
に

良
賁
関
連
の

著
作
も
入

蔵
し
た

。

こ

れ
は

第
四

項
で

確
認
し
た

通
り

、

不

空
と

良
賁
が

教
学
的
に
は

良
好
な

関
係
に

あ
り

、

な
お

か
つ

そ

れ
ら

が

不
空

教
団
参
与
の

賜

物
だ
っ

た

か
ら

で
、

決
し

て

不
空

が

横
車
を

押
し
た

わ

け
で

は
な
い

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
86）

　

良
賁
は

不
空
の

何
か

と

言
え
ば

、

潜
真
の

よ

う
に
不
空

に

伝
授
さ
れ

た

わ

け
で

は

な

く
、

ま

し
て

や
弟

子
と
い

う
わ

け
で

も

な
い

。

し

か
も

魚
朝
恩
と

の

コ

ン

ビ

で
一

時
は

不
空

教
団
の

活
動
を

遮
る

よ

う
な
こ

と

す
ら
あ
っ

た
。

し
か

し

教

学
的
な

協
力

関

係
は

否
定
し

難
い

の

も
事
実
で

あ
る

。

故
に

政
治
的
に

は

難
し
い

立

場
に

あ
っ

た

が
、

基

本
的
に

は

訳

経
の

協
力
者
と

し
て

扱
う
の

が

妥
当
で

、

逆
に

良
賁
か
ら

見
た

不
空

も
同
様
で

あ
ろ

う
。

む

し
ろ

魚
朝
恩
こ

そ
が

不
空

教
団
の

活
動
に

と
っ

て

障
害

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

11

だ
っ

た
と

言
え

る
。

結
果
的
に

訳
経
の

協
力
者
と

し
て

『

宋
高
僧
伝
』

と

同
じ

論
調
に

な
っ

た

が
、

魚
朝
恩
と
の

関
連
を

軸
に

　
4
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再

構
築
し
え

た
と

思

う
。

《

良
賁
略
年
表
》

唐
暦

西

暦

年

齢

事
　
　
項

開
元
五

七
 

七

一

「

陝
府
虞
邑
」

（
河
南

省
陝

県）

に
生
ま

れ
る

。

姓
は

郭
。

天
宝
八

七

四
九

三
三

得
度
受
戒

。

地

元
陝
州
の

寺
と

思
わ

れ
る

。

宝
応
元

七

六
二

四

六

十
月、

魚
朝
恩
陝
州
に

駐
屯

。

交
流
始
ま
る
。

広
徳
元

七

六
三

四
七

十
月、

魚
朝
恩
が

代
宋
を

陝
州
に

迎
え
る

。

十
二

月
、

長

安
移
住
し
青
龍
寺
入

寺
か

。

以
後
『

仁
王

経
』

訳

経
参
加
以

前
に

『

凡
聖

界
地
章
』

二

巻
を
編

著
。

永
泰
元

七

六
五

四

九

四
月、

大
明
宮
に

て

不
空
の

『

仁
王

経
』

二

巻
の

訳
経
に

「

筆
受
兼
潤
文
」

で

参
加

。

十
五

日

完
成

。

承
明
殿
に
て

代
宋
の

序
付
く

。

九

月
ー

十
月

、

百
座

法
要
で

「

資
聖

寺
百
座
法
師
」

を

務
め
る

。

不

空
不
参
加

。

大
暦
元

七
亠

ハ

六

五

〇

二

月
十
一

日
、

『

仁
王

経
疏
』

撰
述
の

詔
受
け
る

。

以

降
大
明
宮
に

て

「

賛
演
」

し
て

製
作
す

。

十

一

月
十
八

日、

『

仁
王

経
疏
』

を
『

仁
王

陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』

・
『

承
明
殿
講
密
厳
経
対

御
記
』

と

合

わ

せ
て

進
上

。

こ

れ
以

前
に

『

仁
王
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』

を

「

簡
素
・

五

門
」

化
す
る

。

大

暦
二

七
六
七

五
一

魚
朝
恩
の

章
敬
寺
落
慶
に

講
師
と

し
て

参
加

。

こ

の

頃

長

安
大
安
国
寺
に

て

長
期
の

講
莚

。

大

暦
五

七
七
〇

五

四

三

月
、

魚
朝
恩
亡

。

『

毘

沙
門
儀
軌
』

に
よ
る

と
こ

の

年
集
州
（
四

川

省
南
江

県）

に
左
遷
さ
れ

る
。

大

暦
六

七
七
一

五

五

十
月
十
二

日
、

不
空

、

自
身
の

目
録
に

良
賁
関
連
も
入
れ
る

。

こ

の

年
集
州
に

左
遷
さ
れ

る
。

大

暦
八

七
七
三

五

七

六

月
十
五
日
、

不
空

入
滅

。

412
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大　大
暦　暦
十　十
三　 二

七　 七
七 　 七

八 　七

六
一

一 　三

遺　月

身　十
L

　 日
を　

’

長 　病
安　の

に　 た

還　め

し　符
’

陽

城　＿

東　四

に 碧
褒 鏗
塔　県
L 　　　）

を　 に

建　て

立　入
す　滅
o　　　　 o

註
（

1
）

『

続
開
元
録
』

の

良
責
伝
に

「

若
性
若
相
教
義
周
円
」

と

あ
る

（
正

蔵
五

五
、

七

五

八

b
）

。

各
著
作
内

容
も
そ
れ
を
裏
付

け
る

。

（
2

）

凡
聖

界
地

章
翻
刻
研
究
会
「

『

凡
聖

界
地
章
』

翻
刻
研
究

（

上
）
」

（
『

大
正

大
学
綜
合
佛
教
研
究

所
年
報
』

二

六
掲

載
予
定
）

。

下

　
　
巻
も
同
年
報
に

掲
載
予
定

。

以

降
本
稿
に

お
い

て

は

大
正

大
学
所
蔵
版
本
の

丁
数
を
用
い

る

が
、

そ

れ
は

「

年
報
』

の

底

本
で

も

　
　
あ
る

の

で

相
違
無
い

。

（
3

）

今
井

淨
圓
氏
の

以

下
の

論
文
な
ど

。

「

不
空
門
下
の

研

究
」

（
『

龍
谷
大
学
大
学
院
紀
要
』

六）
、

「

不
空
門
下
の

密
教

僧
良
賁
に
つ

　
　
い

て
」

（
『

龍
谷
大
学

仏
教
学

研
究
室

年
報
』

二
）

、

「

不
空
門

下
の

念
誦
僧
と

翻

訳
僧
に
つ

い

て
」

（

渡

邊
隆
生

教

授
還
暦
記
念

　
　
『

佛
教
思
想
文

化
史
論
叢
』

）

。

（

4
）

中
村

裕
一

「

『

代
宋
朝
贈
司
空

大
弁
正

広

智
三

蔵
和
上

表
制
集
』

解
説
」

（

久
曾
神
昇
編

『

不
空
三

蔵
表
制
集
他
二

種
』

）

の

指
摘

　
　
に
よ
る

と
、

現

行
本
は

六

巻
だ
が

『

続
開
元
録
』

に

「

贈
司
空
大
弁
正

広
智
不
空
三

蔵
碑
表

集
七

巻
」

（

正

蔵
五

五
、

七

六
五

a）

　
　
と

あ
る

。

中
村

氏
は
こ

れ

を

「

両
者
は

近
似
す
る

異
本
か

別

巻
一

巻
が

脱
落
し
た

同
一

書
」

と

す
る

。

一

方
向
井
隆
健
氏
は

現
行

　
　
の

『

表
制
集
』

が

十
一

首
足
り

な
い

と

し
て

、

『

続
開
元
録
』

中
に

『

表
制
集
』

未
収
録

部
分
が

あ
っ

た
こ

と
を

示
唆
す
る

（
「

不

　
　
空
三

蔵
伝
記
資
料
一

考
察
」

『

大
正
大
学
大

学
院
論
集
』

二
）

。

両
論
合
わ
せ
る

と

興
味
深
い

。

（

5）

正

蔵
五

五
、

七
五

八
c

。

『

宋
高
僧

伝
』

は

貴
族
出

身
と

す
る

上
、

出

身
地
を
「

河
中

虞
郷
」

（

山
西

省
河
東
道
虞
郷

県
）

と

す

　
　
る
が

典
拠
不
明

（

正

蔵
五

〇
、

七
三

五

a
）

。

本
稿
で

は
史
料
の

信
頼
性
か
ら

『

続
開
元
録
』

を

優
先
す
る

。

以

後
同
じ

。

（

6
）

弘
全
一
、

九
二

。

「

辯
凡
聖

因
果
界
地

章
二

巻
良
賁
法
師

撰
」

と

あ
る

。

現
行
本
は

外
題
．

内
題

共
に

『

凡
聖

界
地

章
』

で

あ
る

。

　
13

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
4

　
　
こ

の

変
化
は
、

恐
ら

く
は

元
々

『

辯
凡
聖

因
果
界
地

章
』

だ
っ

た

外
題
が

何
ら

か

の

事
情
で

略
さ
れ
て

「

凡
聖

界
地

章
」

と

な
り

、

N 工工
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下

巻
末
の

「

辨

凡
聖

因
果
界
地

図
記
」

の

内
題
の

み

が

乱
脱
し
に

く
い

箇
所
に

あ
る

た
め
原
型
を
と
ど
め

た

の

で

は

と

思
う

。

（
7

）

『

十

住
心

論
』

第
一

住
心
か
ら

第
六

住
心
に

わ

た

り
無
記

銘
で

長
文
を
引

用
す
る

（

弘
全
一
、

一

四

三

〜
三
二

八
）

。

引
用

箇
所

　
　
に
つ

い

て

は

註
2
の

翻
刻
の

他
、

そ
れ

に

先
行
す
る

勝
又
俊
教
博
士

編
『

弘
法

大
師
著
作
全
集
』

一
、

小
野

塚
幾
澄
博
士

『

空
海

　
　

教

学
に

お

け
る

背
景
思

想
の

研
究
』

（

資
料
篇
）

が
詳

し
い

。

特
に

小
野

塚
博
士
著

作
で

は

詳
細
な
比

較
が

し
て

あ

り
、

大
い

に

　
　

参

考
し
た

。

ま
た

無
記
引
用
の

理
由
に
つ

い

て

は

加
藤
純
章
博
士

「

『

十
住
心
論
』

第
四

住
心
の

問
題
点
」

（

『

豊
山
学

報
』

三

五）

　
　
に

興
味
深
い

指
摘
が

あ
る

。

（

8
）

上

巻
一

丁
左

（

9
）

『

凡
聖

界
地

章
』

の

内
容
に

触
れ
た
唯
一

の

先
行
論
文
で

あ
る

平
井
宥
慶
「

唐
代
中
期
の

『

仁
王

経
』

講
説
」

（
『

豊
山

教
学
大

会

　
　

紀
要
』

四
）

に

は
、

『

凡
聖
界
地

章
』

の

引
用
仏

典
一

覧
表
が

付
さ
れ
て
い

る
。

そ

れ

に
よ

る
と

『

仁
王

経
』

引

用
は
一

八

箇

所

　
　

だ

が
、

こ

れ

は

経
典
名
の

み

で

実
際
に

は

引
用
し
て

い

な
い

仏

典
も
数
え
て

い

る

た

め
で

あ
る

。

他
の

仏
典
の

引
用

数
も
注
意

が

　
　
必

要
だ
が

、

こ

の

点
に

留
意
す
れ
ば

極
め

て

有

益
な
成
果
と
い

え
る

。

（

10
）

上

巻
一

丁
右
〜

左

（

11
）

『

旧

唐
書
』

一

八

四、

『

新
唐
書
』

二

〇

七
、

各
魚
朝
恩
伝

。

濾
洲

濾
川
（

四

川
省
濾
県）

生

ま
れ

、

代
宋
の

代
で

は

李
輔
国
・

　
　

程
元
振
に

続
い

て

権
勢
を

振
る
っ

た

宦
官
で

あ
っ

た
。

正
史
は

官
僚
主

導
の

た
め
、

宦
官
に

辛
辣
な

記
述
が

多
く
、

魚
朝
恩
は

そ

　
　
の

典
型
の
一

人
で

あ
る

。

（

12
）

正

蔵
五

五
、

七
五

八

c
。

陝
州
が

「

陝
府
」

に

昇
格
し

た
こ

と

は

『

旧

唐
書
』

に

「

陝
州

大
都
督
府

隋
河

南
郡
之

陝
県

。

義
寧

　
　
元
年
（

六
一

七
）

。

置
弘
農
郡

。

領

陝
・

峭
・

桃
林
・

長

水
四

県
。

二

年
。

省
峭

県
。

斌
徳
元

年
（

六
一

八
）

。

改

為
陝
州
総

管
府

。

　
　

管
陝
・

鼎
・

熊
・

函
・

穀
五

州
。

仍
割
長
水
屬
號
州

。

其
年
復
立

峭
県

。

二

年
。

復
割
峭

県
屬
函
州

。

三

年
。

又

置
・

南
韓
州
・

　
　

嵩
州

。

並
驪
陝
府
」

（
巻
三

八

　
志

第
一

八

　
陝
州
大
都

督
府）

と
あ
る

。

「

虞
邑
」

は

不
詳

。

（

13
）

除

松
撰
・

愛
宕
元
訳

注
『

唐
両
京
城
坊
攷
ー
長

安
と

洛
陽
』

（

東
洋
文
庫
五

七
七）

参
照

。
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（
14
）

下
巻

別
一

丁
右

（

15
）

『

旧

唐
書
』

一

八

四
、

『

新
唐
書
』

二

〇

七
、

各
魚

朝
恩
伝

。

た

だ

し

『

旧

唐
書
』

は

翌
年
八

月
と

す
る

。

（

16
）

『

続
開
元
録
』

（
正

蔵
五

五
、

七
五

八

b
）

。

『

宋
高

僧
伝
』

に

は

「

外
通
墳
典
内

善
経
論
」

と

あ
る

（

正
蔵
五

〇
、

七
三
五

a
）

。

（

17
）

広
徳
元
年
（

七
⊥

ハ

三
）

六

月
に

魚
朝
恩
は

長
安
に

「

入
朝
」

し

て

い

る

（

『

旧
唐
書
』

巻

＝
、

代
宋
）

。

こ

の

と

き
の

長
安
滞

　
　

在
日
数
は

不
詳
（

最
長
一

〇

月
ま
で
）

だ

が
、

こ

こ

か

ら

そ
の

期
間
に、

魚

朝
恩
が
既
に

入
京
し
て
い

た

良
貢
と

長

安
で

会
っ

て

　

　
い

た
と
い

う
推

測
も

成
り
立
つ

。

し
か

し
上

述
の

『

凡
聖
界
地
章
』

の

記
述
か
ら

、

本
稿
で

は

陝
州
邂

逅
説
を
と

る
。

（
18）

現
行
『

凡
聖

界
地

章
』

に

は

コ
足

青
龍
寺
沙
門

良
賁
集
」

と

あ
る
が
、

註
6
の

内
題
・

外
題

同
様
に

後
世
付
帯
の

可

能
性
も
あ

　

　
る

。

そ

の

際
は

『

仁
王

経
疏
』

冒
頭
の

「

青

龍
寺
翻
経
講

論
沙

門
」

（

正

蔵
三
三
、

四
二

九
a

）

か

『

貞
元
録
』

の

「

翻
経
大
徳

　

　
青
龍
寺
主

沙
門
良
賁
筆
受
兼
潤
文
」

（

正

蔵
五

五
、

入

八
四
c

）

を

参
照
し
た

と

思
わ

れ
る

。

（

19
）

前
註
『

貞
元
録
』

に
「

寺
主
」

と

あ
る

。

こ

れ

は
貞

元
十
六

年
（

八
〇

〇
）

の

編
著
な
の

で
、

『

仁
王

経
』

訳

経
当
時
の

役
職
か

　

　
ど

う
か

不
明

。

た
だ

訳
経
当

時
の

所
属

寺
院
を

青
龍
寺
と

す
る

点
は

採
用
し

た
い

。

（

20
）

『

表
制
集
』

巻
一

「

請
再
訳
仁
王

経
制
書
一

首
」

（

正

蔵
五

二
、

八

三
一

bc

）

（

21
）

完
成
日

を

「

十
五

日
」

と

し
、

承
明

殿
灌

頂
道
場
に

て

進
上
し

た
こ

と
を

明

示
す
る

の

は

良
賁
疏
「

遂

　
詔
観

軍
容
使
開
府
魚

　

　
朝
恩

。

兼
統
其

事
於
南
桃

園
翻
訳

。

起
自
月
朔

終
乎
月
望

（

一

日

〜
一

五

日

の

意
）

。

於
承
明
殿
潅
頂
道

場
。

御

執
旧

経
対

読
新

　

　
本
」

（

正

蔵
三

三
、

四
三
〇

c
）

で

あ
る

。

こ

の

記
述
は

申

請
し
た
二

日
よ

り
一

日
早

く
作
業
が

始
ま
っ

て
い

た
こ

と

を

示
す
が

、

　

　
実
際
に
そ

う
だ
っ

た
の

か
、

あ
る
い

は

良
賁
の

修
飾
か
不
明

。

（

22）
「

新
訳
」

代
宋
御
製
序

（

正

蔵
八

、

八
三
四

b）
。

『

全
唐
文
』

巻
四
八
に
も

所
収

。

（

23
）

『

続
開

元
録
』

『

貞
元
録
』

は
、

良
賁
疏
や

「

新
訳
」

代

宋
御
製
序
の

後
に

成
立

し

た

も
の

で

あ
る
の

で
、

そ
の

意
味
で

は

二

次

　

　
史
料
で

あ
る

。

（

24）

正

蔵
五

五
、

八
八

四

c
〜

五
a
。

本
朝
法
隆
寺
蔵
の

不
空
訳
『

仁
王

経
』

（

平
安
末
期
写）

の

巻

末
に

は
、

こ

れ
よ

り
や

や

詳
し
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く
訳
場
人

事
が

付
さ
れ
て

お
り

、

既
に

友
永
植
氏
に

よ
っ

て

研

究
が

な

さ
れ
て
い

る
。

同
氏

「

不
空
訳

「

仁
王

護
国
般

若
波
羅
蜜

　
　

多
経
」

小

考
L

（

『

別
府
大

学
紀
要
』

三

五
）

参
昭…

・

な

お

本
稿
は

奈
氏
論
文
に

拠
る

と
こ

ろ

大
で

あ
る

・

　

　

　

粥

（

25
）

訳
場
の

九

位
の

序
列
に
つ

い

て
、

鎌
田

茂
雄

博
士
に

よ

れ
ば

「

筆
受
」

は

「

訳
主
」

に

次
い

で
二

番
目
に

重
要
で

、

「

潤
文
」

は

　
　
訳
し

た

漢

文
の

修
飾
な
ど

で

五

番
目
と

す
る

（

『

中
国
仏
教

史
』

六
、

第
三

章
一

節
）

。

一

方
増

谷
文

雄
博
士
は

「

潤
文
」

が

「

訳

　
　

主
」

に

次
い

で

二

番
目
に

重

要
と

す
る

（

「

仏

教
経
典
の

翻
訳
」

『

増
谷

文
雄
著
作
集
』

一
）

。

ど

ち
ら
に

し

て

も
重

要
な

役
割
で

　
　

あ
る

こ

と
に

変
わ

り
は

な
い

。

こ

の

場
合

法
崇
が
「

證
梵
本
義
」

と

し
て
い

わ
ば

副
訳
主

で

あ
っ

た

た
め

、

円
照
が

良
賁
を
三

番

　
　
目

に

し

た
の

で

あ
ろ

う
。

（

26
）

註
21
の

良
賁
疏
で

「

兼
統
其

事
」

と

す
る
の

が
初

出
。

『

宋
高

僧
伝
』

で

は

「

監
護
」

と

す
る

（

正

蔵
五

〇
、

七
三

五

b
）

。

「

監

　
　

護
」

は

訳

経
上
の

役
職
で

あ
り、

友

永
氏

前
掲
論
文
に

よ

る

と

「

訳
経
事
業
の

統
括
・

運

営
」

で

は

な
い

か

と

の

こ

と
。

筆
者
も

　
　

異
論
が

無
い

。

（
27
）

近

年
飛
錫
に
つ

い

て

は

「

唐

中
期
仏
教
思

想
研

究
会
」

（

大
正
大
学
綜

合
佛
教
研
究

所
）

に

よ
っ

て

研
究
が

進
め
ら

れ

て

い

る

　
　
（

『

大
正

大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

二
一
二

以
降）

。

訳
経
参
加
が

即
不
空
の

弟
子
と
な
ら
な
い

好
例
で

あ
る

。

（
28
）

正

蔵
一

六
、

七
四

七

c
。

『

全

唐
文
』

巻
四
八

に

も

所
収

。

（
29
）

『

大
聖
文

殊
師
利
菩
薩
讃
仏

法
身
礼
』

序
に

「

于

時
大
唐
永
泰
元
年
維
夏
四
月
也
」

と

あ
る

（
正

蔵
二

〇
、

九
三
亠

ハ

c
）

。

（
30）

正

蔵
二

〇
、

九
三

六

c

（
31）

友
永
氏
前
掲
論
文

参
照

。

僕
固
懐
恩
は

元
官
軍
で

あ
っ

た

が
、

魚
朝
恩
ら

の

計
略
で

叛
じ

た

と
い

う
い

き
さ
つ

が

あ
る

。

（
32
）

哥

舒
翰

、

李

元
珠
に
つ

い

て

は

藤
善
真
澄
「

不
空

教
団
の

展

開
」

（

鎌
田

茂
雄

博
士

還

暦
記

念
論
集
『

中
国
の

仏

教
と

文
化
』

）

　
　

が
詳
し
い

。

（

33）

山

崎
宏
『

隋
唐
仏

教
史
の

研
究
』

第
十
三

章
二

四
五

頁
、

同
「

安
史
の

乱
と

仏

教
界
」

（
『

立
正

史
学
』

三
一
）

、

頼

富
本
宏
博
士

　
　
『

中

国
密
教
の

研
究
』

一

七
入

頁
、

中
村
氏

前
掲
論
文
三

八

六

頁
な
ど

。

管
見
で

は

こ

れ

に

最
初
に

疑
問
を

呈
し
た
の

は

友
永

氏
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前
掲
論
文
で

あ
る

。

（
34
）

多
賀
秋
五

郎
『

唐
代
教
育
史
の

研
究
』

、

築
山

治
三

郎
「

安
史
の

乱
後
の

政
治
と

官
僚
の

対
立

抗
争
」

（

京
都
府
立

大
学

学
術
報

　
　

告
『

人

文
』

一

九
）

、

鈴
木
正

弘
「

元

載
政
権
と

士
人

層
」

（

『

立
正
史

学
』

八

三
）

等
参

照
。

（

35
）

『

続
開
元
録
』

（

正

蔵
五

五
、

七

五
一

bc

）

。

百
法
師
百

講
読
は

旧
訳
・

新
訳
共
に

説
く
（
正

蔵
八

、

八

三

〇

a
．

八
四

〇

a）
。

（
36
）

『

表
制
集
』

巻
一

（
正

蔵
五

二
、

八

三

〇
b）

。

こ

こ

に

見
え
る

僧
の

全
て

が

不
空
の

弟
子
と

は

言
え
な
い

。

（
37
）

『

続

開
元
録
』

（
正

蔵
五

五
、

七
五
一

c
〜
二

abc

）
。

『

貞
元

録
』

は

結
願
が
二

十
三

日
（

同
八

八

五

c

〜

六

c）
。

他
に

『

旧

　

　
唐
書
』

一
一

、

『

冊

府
元
亀
』

巻
五

二
、

二

左
右

。

『

資
治
通
鑑
』

巻
二

三

三
、

な
ど

。

こ

の

法
要
に
つ

い

て

は

北
尾

隆
心
「

『

大

　

　
乗
密
厳
経
』

に
つ

い

て

（

二
）

ー
不
空
三

蔵
に
お

け
る

『

密
厳
経
』

−
」

（

『

智
山
学
報
』

三

五

《

四
九
》

）

が

詳
し
い

。

（

38）
『

続
開
元
録
』

（

正

蔵
五

五
、

七
五
二

b
）

（
39
）

友
永
氏

前
掲
論
文
で

は

こ

の

記
述

か
ら

当
時
の

良
賁
を
資
聖

寺
僧
と

し
て

扱
う

。

た

し
か
に

良
責
が

自
身
を

「

青
龍
寺
僧
」

と

　

　
す
る

の

は

『

凡
聖

界
地

章
』

と

大
暦

元
年
（
七

六
六
）

の

『

仁
王

経
疏
』

で

あ

り
、

「

凡
聖

界
地

章
』

の

記

述
は

註
6

、

註
18
の

　

　
よ

う
に

な
お

も
検
討
を

要
し
て
い

る
。

さ
ら
に

註
42
の

『

続
開

元
録
』

に

よ

れ

ば

百
座
法
要

落
慶
に

合
わ
せ
て

資
聖
寺
に

新
講
堂

　

　
が
建
立

さ
れ
て

お

り、

そ
の

題
額
は

代
宋
の

筆
に

よ
る

な
ど

、

良
賁
が

資
聖
寺
僧
で

あ
っ

た
か
ら

の

厚
遇
か

と

も

思
え
る

。

西

明

　

　

寺
に

は

そ
の

よ

う
な
厚
遇
は

無
い

。

こ

こ

か
ら

『

仁
王

経
疏
』

以
降
は

青

龍
寺
僧
で

あ
る
こ

と
が

確
実
だ
が
、

そ
れ
以

前
は

資
聖

　

　

寺
僧
で

あ
っ

た

可
能
性
も
捨
て

き
れ

な
い

。

本

稿
で

は
一

応

暫
定
的
に

、

『

貞
元
録
』

で

「

青

龍
寺
主
沙
門

良
賁
」

と

す
る

こ

と

　

　
と

『

凡
聖

界
地

章
』

の

記
述
を

採
用
し

、

「

寺
主
」

は

と

も

か
く
訳
経
当
時
は
青

龍
寺
所
属
と
し
て

扱
っ

て

お
く

。

（

40
）

鎌
田
茂
雄
博
士
は

資
聖

寺
で

の

法
要
再
開
が
不
空
に

命
じ

ら
れ
た
と

す
る

が、

所
引
の

『

旧
唐

書
』

（

巻
一
一

、

代
宋
）

に

そ
の

　

　

よ

う
な

文
言
は

見
当
た
ら

な
い

（

同
博
士

『

中
国

仏
教
史

』

五
、

一

〇

五

頁
）

。

ま
た

『

仏
祖

統

紀
』

四
一

に

は

「

詔
不
空
三

蔵

　

　

置
百
高
座
講
経
」

（
正

蔵
四
九

、

三

七
七

c
）

と

あ
る

が

宋
代
の

史
料
で

あ
る

。

（
41）

『

表
制
集
』

巻
一

（

正

蔵
五
二

、

八

三

二

ab

）
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（
42）

正

蔵
五

五
、

七

五

二

c

ー

三

a
。

『

貞

元
録
』

も
ほ

ぼ

同

じ
（
正

蔵
五
五

、

八

八

六
c
）

。

ま
た

弘
法
大
師
は

『

広

付
法
伝
』

で

　

　
不
空
が

百
座

法
要
に

参
加
し
た
・

う
・

こ

の

箇
所
を

略
抄
引
用
し
て
い

る

（

弘

全

三
四）

ご
〕

れ
は

藍
の

「

行
状
』

を

も

躯

　

　
参
照
し
て
い

る

か
ら

と

考
え
ら
れ

る
。

（

43
）

『

表

制
集
』

巻
一

（

正

蔵
五
二
、

八

三

二

b
⊥
二

a）

（

44
）

『

不
空
三

蔵
行
状
』

（

正

蔵
五

〇
、

二

九
三

b
）

。

弟

子
で

は

な
い

が
、

飛
錫
も
こ

れ
に
つ

い

て

『

碑
』

に

「

或
翻

密
厳
・

護

国
之

　

　
梵
文

。

雲

飛
五

色
」

（
正

蔵
五
二
、

八

四
九
a

）

と
し
、

詳
し

く
触
れ

な
い

。

（

45
）

良
賁
疏
「

沙
門
良

賁
言

伏
奉
今
年
二

月

十
一

日
。

恩
命
令
在
内
於
南

桃
園
修
撰
新
訳
仁
王
般

若
経
疏

。

微
僧
寡
学

懼
不
称

。

…

　

　
…

陛
下

意
謹
以
今
月
八

日
繕
写
畢
功
文

過
万

言
部
有
三

巻
施
行
竊
慚
於
愚

見
裁
成

異
於
　
聖
恩
并
陀

羅
尼
念
誦
軌

儀
一

巻
。

承
明

　

　
殿
講
密

厳
経
対
御
記
一

巻
。

今
並
同
進

軽
塵
　
玄
鑒

祇
畏
無
任
謹
奉
表
陳
進
以

聞

　
沙

門
良
賁
誠
歡
誠
懼
謹
言
　
永
泰
二

年
十
一

　

　
月
八

日

奉
　
詔
内
修
疏
沙

門
良
賁
上

表
」

（

正

蔵
三

三
、

五

二一
二

ab

）

。

元

代
の

『

仏
祖
歴

代
通
歳
』

一

四
で

は
、

代
宋
が
良

賁

　

　
疏
に

感
動
し
て

元
号
を

大
暦
に

改
め
た
と

す
る

（

正

蔵
四

九
、

六

〇
〇
a

）

。

（
46）
『

仁
王

陀
羅

尼
念
誦
儀
軌
』

（
正

蔵
一

九
、

五

＝
二

c
）

（
47）

大

村
西
崖
『

密
教
発

達
志
』

四
、

六
三

三

頁
。

今
井

氏
前
掲

論
文

、

長

部
和
雄
氏
（
「

唐
代
密

教
史
雑
考
』

九
二

頁）
、

田
中
正

　

　
保
氏

（

「

不
空
所
伝
の

金

剛
頂
瑜
伽

経
に
つ

い

て
」

『

印
仏

研
』

三

九

−
一
）

ら

も
こ

れ
を

踏
襲
す
る

。

（
48
）

『

仁
王

陀
羅

尼
念
誦
儀
軌
』

（

正

蔵
一

九
、

五
一

四
a）

。

向
井
隆
健

氏
は

こ

の

儀
軌
に

不
空
の

典
型
的
な

「

撰
述
的
」

要
素
が

あ

　

　
る

と

す
る

（

「

不
空
の

教

学
研
究
の

た

め

の

資
料
考
」

「

豊
山

学
報
』

二

五
）

。

（

49
）

正

蔵
三

三
、

五
一

六
b
・

五
一

九

c
。

田

中
氏
前
掲
論
文
の

指
摘
に

よ
る

。

（

50
）

諸

宗
章
疏

録
三

に

銘
記

。

不
空

訳

「

密
厳
経
』

の

代
宋
御

製
序
は
、

代
宋
が

「

西

方
有
聖

人
」

（
正

蔵
一

六
、

七

四
七

b
）

に

　

　
『

密
厳
経
』

を

講
説
さ
れ

た
と

い

う
内
容
か
ら

始
ま
っ

て

お

り、

『

承
明
殿
講
密
厳
経
対
御
記
』

と

の

関
連
が
連
想
さ
れ

る
。

（

51
）

「

旧
唐
書
』

一

八

四
、

魚
朝
恩
伝

。

『

唐
会
要
』

巻
四

八
。

『

冊
府
元
亀
』

巻
五

二

と

『

長
安
志
』

巻
一

〇

の

記
述

は

年
次
に

若
干
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の

違
い

が

あ
る

。

（

52）

『

続
開
元

録
』

「

属

章
敬
寺
梵

宇
初
成

。

執
疏
伏
膺

。

常
数
百

衆
。

雖
紙
貴
如
玉

無
以

如
焉
」

（

正

蔵
五
五

、

七

五

八

c
）

。

『

宋
高

　

僧
伝
』

に
も
こ

れ
を

受
け
た

記
述
が

あ
る

（

正

蔵
五

〇
、

七
三

五

c）
。

（

53
）

『

続
開
元

録
』

「

或
在
安
国
伽
藍

数
揚
亦

爾
。

皆
官
給
飲
食
以

供
聴
徒

。

数
年
之

間
帰
者

如
市
」

（
正

蔵
五

五
、

七

五

八

c）
。

『

宋

　

高
僧
伝
』

に

も
こ

れ

を

受
け
た

記

述
が

あ
る

（

正

蔵
五

〇
、

七
三

五

c
）

。

ま
た

「

宋
高
僧
伝
』

の

「

唐

京
師

安
国

寺
良
賁
伝
」

　
　

と
い

う
標
題
は

、

こ

の

時

代
の

良
賁
が

華
々

し
か
っ

た
こ

と

を

示
し
た

も
の

で

あ
ろ

う
か

（

同
七
三

五

a
∀

。

（
54
）

例
え
ば

子
翩
（
正

蔵
五
二
、

八
三

五

c
）

、

恵
林

（

同
八

三

八

a
）

、

超

悟
（

同
八
四

〇

c）
、

元
盈
・

道
液
（

同
八

四
二

a
）

な

　
　

ど
。

章
敬

寺
の

僧
が

不
空
を

通
し

て

開
講
す
る

の

は
、

魚
朝
恩
の

死
後
で

あ
る

。

ま
た

青

龍
寺
に

曇

貞
、

恵
果
が
入
寺

す
る

の

も

　
　
同
様
で

あ
る

。

（

55
）

『

旧
唐

書
』

一

八

四
、

『

新
唐
書
』

二

〇
七

、

各
魚
朝
恩

伝
。

（

56
）

『

続
開
元
録
』

「

法
師
昔
大
暦
六
年
徙
居
集

州
。

教
授
伝
経
不
遑
寧
止
」

（

正

蔵
五

五
、

七
五

八
c）
。

『

宋
高
僧

伝
』

も

内
容
が

同

　
　
じ
だ

が
、

編
者
が
こ

れ
を

「

末
塗
淪
躓
（
晩

年
に

落
ち

、

つ

ま
つ

い

た
と

と

評
し
て
い

る

（
正

蔵
五

〇、

七

三
五

c）
。

（

57
）

『

毘
沙
門
儀
軌
』

（

正

蔵
二
一

、

二

二

八

cV

（

58）

頼
富
博
士

前
掲
書
四

章
一

節
一

五
二

頁
、

他
に
こ

の

儀
軌
に
つ

い

て

詳
細
な

の

は

長

部
氏

前
掲
書
一

五

七
〜

八

頁
。

（

59）
「

護
国
品
第
五
」

の

文
（
正

蔵
八

、

八

四

〇

b
）

。

（

60）

良
賁
疏
（

正

蔵
三
三
、

四

九
〇

ab

）

。

大
黒
天

に
つ

い

て

は

彌
永
信
美
氏
の

『

大
黒
天

変
相
』

が

詳
し
い

。

（
61）
『

表
制
集
』

巻
三

（

正
蔵
五

二
、

八

四

〇

a
）

（
62）

正

蔵
五

五
、

七
五

八

c

（
63）

長
部
和
雄
『

表
制
集
』

解
題

（
『

国
訳
一

切

経
』

和
漢
撰
述

護
教
部
五
、

四

七

五

頁
）

。

（
64
）

円
照
に

先
ん

じ
て

入
蔵
の

際
に

外
さ

れ

て

い

た

可
能
性
も

あ
る

が
、

そ
の

傍
証
は

無
い

。

良
賁
左
遷
後
に

そ
れ
を

実

行
す
る

勢
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力
の

存
在
も

疑
問

。

（

65
）

正

蔵
五

五
、

七
五
八

c
。

『

宋
高
僧
伝
』

で

は

火

葬
し
て

舎
利
百
粒
を

得
た
と

挿
入
し
て

い

る

（
正

蔵
五
〇
、

七

三

五

c
）

。

（

66
）

『

宋
高
僧
伝
』

で

は
、

両
書
を

良
賁
の

遺
言
に
よ
っ

て

重
進
し
た

、

と

判

断
し

て

い

る

（
正

蔵
五

〇
、

七
三

五

c
）

。

（

67
）

上

巻
五

丁
左

（

68
）

正

蔵
八
、

八

三
二

b

（

69
）

正

蔵
八
、

八

四

三

a

（

70
）

正

蔵
三

三
、

五

＝
二

b

（

71
）

『

仁
王

陀
羅

尼
念
誦

儀
軌
』

（

正

蔵
一

九
、

五
一

四
a

）

（

72
）

正

蔵
八
、

八

二

七

b

（

73
）

上

巻
四
一

丁
右

（

74
）

正

蔵
入
、

八

三

七

b

（

75
）

正

蔵
三

三
、

四

七
二

bc

（

76
）

吉
蔵
疏
（
正

蔵
三

三
、

三

三
一

c
）

と

伝
天

台
疏
（
同
二

七
三

c

〜

四
a

）

で

も

「

十

住
十
行
十
迴
向
」

「

金
輪
」

に

な
っ

て
い

　
　
る

。

不
空
が
こ

れ
ら
に

精
通

し
て
い

た
の

で

は
な

く、

良
賁
が
こ

れ

ら
の

記
述
を

受
け

、

「

新
訳
」

に

反

映
さ
せ
た
と

思
わ
れ
る

。

　
　
訳

経
に

参
加
し
た
他
の

僧
の

教
学
も
反
映
し
て
い

る

だ

ろ

う
が

、

本
稿
で

は

『

凡
聖

界
地

章
』

の

記
述
か

ら
良
賁
と

確
認
で

き
る

　
　
も
の

の

み

を

挙
げ
た

。

（

77
）

「

新
訳
」

と

「

旧

訳
」

の

顕

著
な

相
違
点
が
四
つ

あ
る

が

（

頼
富
博
士

前
掲
書
一

七

二

頁
）

、

そ
の

う

ち
の
一

つ

に

不

思
議
品

　
　
（

旧
訳
散

華
品
）

に

『

華
厳

経
』

の

十
地
説
を

導
入
し

た
と
い

う
点
が

あ
る

。

こ

れ
に

も

良
賁
の

教
学
が
色

濃
く
感
じ
ら
れ

る
。

（

78
）

正

蔵
八

、

八

三
七

a

（

79
）

上
巻
四

五

丁
右

420

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

良賁の 生涯及び不空三 蔵との 関係 につ い て （山 口）

（

80）

上

巻
四
七

丁
右

（

81
）

『

八

十

華
厳
』

巻
三
四

（
正

蔵
一

〇
、

一

八
一

b
）

（
82
）

正
蔵
八

、

八

三
七
a

（
83
）

武
内

紹
晃
博
士
「

円
測
の

「

仁
王

経
疏
」

を
め

ぐ
る

諸
問
題
−
良
賁
と

の

対

比
を

中
心
と
し

て
」

（
『

龍
谷

大
学
佛
教
文
化
研
究

　
　
所
紀
要
』

＝
二
）

、

同
「

円
測
と

良
賁
の

仁
王

経
疏
に

お
け
る

唯
識
説
」

（

『

宗
教
研
究
』

二
一

八
）

、

平
井
氏

前
掲
論
文
な
ど

。

（

84）

正

蔵
三

三
・

四
九
〇

ab

、

同
四

九
六
c

、

同
五
一

五
c

、

同
五
一

七
a

。

全
て

「

三

蔵
所
持
梵
本
金

剛
頂
瑜
伽

経
云
」

と

す

　
　
る

。

（
85）
『

表
制
集
』

巻
三

（

正
蔵
五
二

、

八

四

〇

b
）

（
86
）

『

続
開
元
録
』

「

翻
経
大
徳
潜
真

。

親
奉
三

蔵
和
上

示
以

秘

教
。

入

曼
荼
羅

。

登
灌
頂
壇

。

受
成
仏
印

。

仰
諮
密

要
」

（

正

蔵
五
五

、

　
　
七
六
〇

a
）

。

ま
た

潜
真
は

大
暦
六
年
（
七

七
一
）

の

『

大
虚

空
蔵
経
』

の

訳
に

参
加
し
、

そ
の

疏
も
著

し
て

い

る

（

『

貞
元

録
』

、

　
　
同
八

八

七

c

〜
八

a
）

。

【

キ
ー

ワ

ー

ド
】

良
賁

、

凡
聖

界
地

章
、

不
空

、

仁
王

経
疏、

訳

経
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